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Empowered lives. 
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これは、よりよい成果をもたらすアイデア

を、生み出し、取り入れ、実践で活かすた

めのツールキットです。すぐに使え、簡単

に応用でき、企画・開発分野に携わる忙し

い人びとをサポートすることを目的としてい

ます。現在活用されている数百に及ぶツー

ルを検証した結果に基づき、現場でもっと

も役に立つツールだけを厳選しました。

ここで採用したツールは確かな実績をもっ

ています。その多くに十分な裏付けがあり、

他の分野でも広く採用されてきました。つ

まり、このツールキットは先人の英知に基

づいたものであり、その点についてここで

感謝を申し上げます。

すべてのツールの説明に、主な参考資料

が記載されているので、原典に当たったり、

他の資料からツールの応用について詳細

を確認することができます。

よい成果をもたらす
アイデアを生み出し、取り入れ、
実践で活かすための
ツールキットです。

A N  I N I T I A T I V E  O F D E S I G N E D  B YM A D E  P O S S I B L E  B Y
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I want to

アイデアを実現するために
必要なことを理解する
イノベーション・フローチャート
01

自分の仕事の成果を定義する
エビデンス・プランニング
02

未来のことを考える

今の仕事の進め方と
考え得る選択肢を検証する
SWOT分析  
03

アイデアをさらに
大きく育てる
ビジネスモデル・キャンバス  
04

同じビジョンをもつ
他のグループと協力する
パートナーシップ構築マップ
05

これまでに実施した
ことを改善する
ラーニング・ループ  
06

明確な計画を立てる

直の経験から学ぶ
エクスペリエンス・ツアー
07

最重要課題に
集中する
課題の定義
08

複雑な問題を
分解する
原因ダイアグラム
09

ゴールとそこに到達する
道筋を見極める
セオリー・オブ・チェンジ
10

日常生活を観察して
洞察を得る
ピープル・シャドーイング
11

会話において
相手の視点を理解する
インタビュー・ガイド 
12

モチベーションの核心を捉える
クエスチョン・ラダー
13

自分のしていることが
仕事の対象である人にとって
有意義であるか確かめる
ストーリー・ワールド
14

優先順位を明確にする 人びとから知見を集める

FIND YOUR TOOL
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FIND YOUR TOOL

ステークホルダー間の関係を
明確に把握する
ピープル＆コネクション・マップ
15

関係を築きたい人を
さらに明確にする
ターゲット・グループ
16

主な特徴を視覚化する
ペルソナ
17

自分の提供するものが
相手にとってどう新しいか定義する
プロミス＆ポテンシャル・マップ
18

問題を経験したり
解決しようとする
人びとと協力する
クリエーティブ・ワークショップ
19

発想を変える
高速アイデア・ジェネレーター
20

チームとの建設的な
話し合いを組み立てる
シンキング・ハット
21

共通の価値観に沿って
仕事をアラインさせる
バリュー・マッピング
22

自分の仕事で
何がもっとも効果的なのかを把握する
改善トリガー
23

仕事の各段階で
有用なフィードバックを得る
試作モデルテスト計画
24

ステークホルダーとの
関わり方について大枠を作る
エクスペリエンス・マップ
25

運営とリソースの
詳細な青写真を作成する
ブループリント
26

自分の活動から利益を得る人たちと
より深く関わる
マーケティング・ミックス
27

パニックに陥ることなく
計画を実行する
重要タスクリスト
28

仕事を立ち上げて拡大する
ビジネスプラン 
29 

仕事の規模を拡大する
さまざまな方法を探る
スケーリング・プラン
30

一緒に働いている人たちについて知る 新しいアイデアを生み出す 実施して継続するテストして改良する
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インドの都市スラムの包括的公衆衛生施設をリデザインし、建設するためのマスタープランを組み立てる
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目的：
未来のことを考える
アイデアを実現する
ために必要なことを

理解する
}

イノベーション・フローチャート

01

参考：
Nesta (2013) Innovation Flowchart. 

難易度および実行に必要な人数

難易度の高いツール：
数日間かけて実施する必要があります。
戦略的なインプット／アウトプットが鍵を握るため、
上司や同僚と相談する必要があり、
また、ひと通り終了した後に
見直すのが理想的な進め方です。



Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

イノベーション・フローチャートは、イノベーション・プロセスのさまざま
なステージの大枠を示し、各ステージにおけるアクティビティ、必要な
もの、ゴールを一覧にしたものです。これには、プロジェクトまたは組
織が成果を上げるために必要になるさまざまな人材、スキル、活動、
資金の概要も含まれています。このツールを使うと、プロセスを体系
的に概観できるため、自分がどの段階にいるのかを確認し、仕事の
次のステップを準備するのに役立ちます。

このツールは、自分がプロセスのどのステージにいるのか、検討す
べき要素をすべて網羅したかを確認することによって、どのリソースに
注力するべきかが分かり、成長の機会を特定することを可能にします。

ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
ワークシートは、イノベーション・プロセスのさまざまなステージの大枠を示し、
各ステージにおけるアクティビティ、必要なもの、ゴールを一覧にしたもので
す。このまとめを使うことで、自分がプロセスのどの段階にいるのか、検討
すべき要素をすべて網羅したかを確認できます。また、特に注意を必要とす
る事柄についても気付きが得られるかもしれません。各ステージをサポートす
るツールと活動を紹介する便利な参考資料も付属しています。

01
イノベーション・フローチャート

ステージ
アクティビティと
ツールの例

生み出される
エビデンスの
種類

必要な
専門スキル

必要な資金
リスクのレベルと
対処法

ゴール

1

2

3

4

5

6

7

機会と課題の検証

アイデアの創出

発展とテスト

事例をつくる

導入と実施

成長、規模の拡大、
さらなる拡張

システムの変更
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イノベーション・フローチャート

01
目的：未来のことを考える
アイデアを実現するために必要なことを理解する

ステージ アクティビティと
ツールの例

生み出される
エビデンスの種類

必要な
専門スキル 必要な資金リスクのレベルと

対処法 ゴール

機会課題の検証

アイデアの創出

発展とテスト

事例をつくる

導入と実績

成長、規模の拡大、
さらなる拡張

システムの変更

1つ、または複数の
アイデアの発展とテスト

アイデアが成果を上げることを
実証する、またはアイデアの改良の
裏付けとなるエビデンスを示す

実施と資金調達の
正当な理由について明らかにする

持続可能な
イノベーションの導入

大々的な
イノベーションまたは影響

活動を実践する方法の大きな変化

補助金

通常は補助金、
新株予約権付きの場合も有り

補助金、転換権付きの
補助金／融資

補助金による資金調達、
または投資を通じた資金調達

プログラム資金、
自己資本、融資、補助金

担保融資、成果配分、
社会貢献債

SWOT分析 
課題の定義 
原因ダイアグラム

シンキング・ハット
高速アイデア・ジェネレーター
クリエーティブ・ワークショップ

エクスペリエンス・マップ　
試作モデルテスト計画
改善トリガー

ブループリント
プロミス＆ポテンシャル・マップ　
ビジネスモデル・キャンバス

重要タスクリスト
ラーニング・ループ　
ターゲット・グループ

スケーリング・プラン　
ビジネスプラン　
マーケティング・ミックス

パートナーシップ構築マップ　
エビデンス・プランニング

問題または機会に対する
十分な理解と明確な定義

予備調査としてのリサーチ

設計と導入スキルの併用

強力なリーダーシップ、
管理、導入スキル

アイディエーションと
クリエーティブ思考の
ファシリテーション

事業の開発と評価

強力なリーダーシップ、
管理、導入スキル

強力なリーダーシップと管理能力、
新しいリーダーと
チームの選定とトレーニング

公式の調査と非公式の
情報収集から得られた知見

変更または予想される因果関係
について、エビデンスに基づく
明確な説明をつくる（ただし、エビデ
ンスに縛られすぎない）

見込みのある利用者に対して、
実際の試験運用や実験を
おこない、コストと利益予測を
含めた有力な事例を作る

見込みのある利用者に対して、
実際の試験運用や実験を
おこない、コストと利益予測を
含めた有力な事例を作る

正式な評価とエビデンス収集
（影響を分離するために対照グループ
を利用）を経て策定された、
確実で詳細な事例

複数の現場での評価と、
独立して実行された
ランダム化比較試験より
得られたエビデンス

効率性と創出された
影響に関する
新たな定義づけと測定

失敗のリスクは低いが、
知見に基づき
どう行動するかについて
明確な決定をする必要がある

失敗の確率が高いことを
はっきり予期し、分かりやすい
シニアリーダーシップが不可欠

失敗の確率が高いことを
はっきり予期し、分かりやすい
シニアリーダーシップが不可欠

評価結果とユーザーの
フィードバックに基づき、
アプローチを改変する準備をする

実施に向けて改変の準備をする

フィデリティ評価が
重要な場合もある。事業の展開を
確実に実施するための
十分なキャパシティが必要

可能性のある成果ベースの
資金調達に変更できることを
踏まえた複数の金融システム

意図しない影響の可能性を
マッピングする

1

2

3

4

5

6

7
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大学で学生たちとソーシャルデザインのプロジェクトについて事前計画を立てる
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目的：
未来のことを考える

自分の
仕事の成果を

定義する
}

エビデンス・プランニング

02
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参考：
Nesta (2009) Worksheet 2b: Evidence Modelling. In: Creative Enterprise Toolkit.

難易度および実行に必要な人数

話し合いが必要：
チームメンバー間での話し合いが必要です。
ミーティングをおこなって
共同でシートに書き込むための
時間を取ってください。
終日のミーティングが理想的です。
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強化 置換

制約再活用

プロジェクト
または

組織が重点的に取り
組むこと

今の仕事に従事している理由は何か。エビデンス・プランニングは、
達成したい目標を明確にし、また改善するのに役立つツールです。自
分がやろうとしていることは何か、およびその目標が基づいている前
提やエビデンスは何かを、簡単に定義して共有できる手段として活用
できます。「エビデンス・プランニング」を通じて、利益を受けるターゲッ
ト層、社会、他の組織に対して自分の仕事が与える影響について幅
広い視点で考えることで、自分が与えたい影響に関するエビデンス
に基づいた事例を作成できます。

「エビデンス・プランニング」ツールは、自分の活動が将来に及ぼす影
響を予測するための体系的な方法を提供します。この作業は、変更し
たい、または維持したいことは何かについてじっくり検討するのに役
立ちます。さらに、潜在的な問題やよくあるミスに早い段階で気付け
る利点もあります。

まず、ワークシートの中央に、自分の仕事または組織が主に重点を置いて
いる事項を書き入れます。次に、4つのエリアに記載されているキーワード
を使い、あなたが取り組んでいることが何を強化し、何に取って代わり、ま
たは何に制約を与えているのかについて検討します。自分の仕事が、その
領域や他の官民の組織に対して引き起こすと思われる変化、また、それが
社会に与えると予想される影響について考えてみましょう。この作業は、自
分の仕事がもつ影響の可能性について想像するきっかけとなります。

主な側面について、さまざまな観点から検討していきます。
4つのエリアに記入する際、以下の点を考慮してください。
• 対象を広くする（可能な限り広く考えます）

•自分が関心のある特定の分野や領域
（例：現在の慣行にどのような影響があるか）

• 利益を受ける人（どのような利益がもたらされるか）

•自分自身（自分の仕事／人生にどのような影響を与える可能性があるか）
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エビデンス・プランニング

最初に
記入

ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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強化
何に対して、新たな価値を加えるのか

置換
何に取って代わるのか

制約
極限まで推し進めた場合にマイナスの

影響となり得るのは何か

再活用
何に基づいているのか

プロジェクト
または

組織が重点的に
取り組むこと

エビデンス・プランニング
目的：未来のことを考える
自分の仕事の成果を定義する
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このシステムに含まれる内容：
•	中心となるクラウドファンディングのサイトに登録された、地域開
発のための市民団体による提案。

•	資金調達後、デザインや建築を学ぶ学生と自治体の職員を動員
して、共同でプロダクトやソリューションを開発。

事例研究

デザインや建築を学ぶ学生とおこなった「エビデンス・プランニング」ワークショップの主な成果

使用したツール：エビデンス・プランニング

組織：国連開発計画（UNDP）コソボ事務所 

国：コソボ

分野：ローカルガバナンス

役割：「革新的な地域振興に向けたソーシャルメディア」プロジェクトマネージャー

担当者：LEJLA SADIKU

メールアドレス：LEJLA.SADIKU@UNDP.ORG

詳細情報：HTTP://UNDP.AKVOAPP.ORG/FR/PROJECT/1338/

市民主導型イニシアチブを
支えるクラウド
ファンディングの仕組みを
採用した
コミュニティ・
デザインセンター
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ツールを使用した理由：
このプロジェクトは現在、コンセプトの
初期段階で、ターゲット層の人びとの参
画を募ろうとしているところです。そこ
で、自分たちの発想を広げて、違う視
点からアイデアを試してみたいと考えま
した。

ツールの使用方法：
プリシュティナにある公立大学のデザイ
ン科の学生グループ60 ～ 70人に向け
て、プロジェクトとその目標についてプ
レゼンテーションをおこないました。大
人数だったので、できるだけ多くの意見
を集めたいと考えました。ワークショッ
プに参加した学生は、このプロジェクト
が地域社会にとってどのような意味をも
つのかについて検討しました。また、主
なステークホルダーから非常に重要なイ
ンプットを得ることもできました。

	

ツールを使用した結果：
このアクティビティのおかげで、チーム
はプロジェクトに向けて動き出す勢いを
得ることができました。アクティビティは
主に以下の2つの点で効果を発揮しまし
た。
•	地域の多様な人びととの関わりを築く
きっかけ（例：美術系の学生は美観に関連
するプロジェクトに強い興味をもつ）を見つ
け出すのに役立ちました。
•	関わりを築くにはよく設計されたプロ
セスが必要であることを明らかにしま
した。これは、人びとに厚意で時間
と労力を費やしてもらう場合に、極め
て重要な意味をもちます。

地域の多様な人びととの
関わりを築くきっかけ

（例：美術系の学生は美観に
関連するプロジェクトに
強い興味をもつ）を
見つけ出すのに
役立ちました。

関わりを築くには
よく設計されたプロセスが
必要であることを
明らかにしました。
これは、人びとに厚意で
時間と労力を費やして
もらう場合に、
極めて重要な意味を
もちます。

事例研究
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Teemacは、革新的な教育者らと共同で開発したエンタープライズ・
リソース・プランニング（ERP）プラットフォーム「Curiosity」を通じて、
先進的な実践を可能にする製品開発を教育機関とおこなっていま
す。

現在、「Amphitheater」と
名付けた機能の開発に
取り組んでいます。これは、
学生たちを教科課程外の活動や
大学でおこなわれるイベントに
つなぐためのものです。 

提携している教育機関のほとんどでは、旧式の掲示板を使っており、
古い情報が載ったままか場当たり的に更新されているのが現状で
す。学生や職員がアクセスしたり更新できるような、情報がまとまっ
た場はありません。

チームの話し合いの結果、作成されたワークシートの画像

使用したツール：エビデンス・プランニング、課題の定義

組織：TEEMAC 

国：インド 

分野：教育 

役割：ディレクター

担当者：TARUN MARKOSE

メールアドレス：TARUNMARKOSE@GMAIL.COM

事例研究
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ツールを使用した理由：
「Curiosity」プラットフォームの機能を
開発するにあたり、自分たちが理想ば
かり追い求めていることに気がつきまし
た。通常は、たとえ教育機関が明らか
な価値を見出していなくても、私たちは
自分たちの直感に従っています。これを
変えるために、「Amphitheater」機能
の開発を始める前に、もっとエビデンス
に基づくアプローチを採用してみようと
考えました。

ツールとして、「課題の定義」と「エビデ
ンス・プランニング」を併用しました。解
決しようとしている課題について、両方
とも論理的なエビデンスに基づく計画を
定義して作成するためのツールです。

ツールの使用方法：
私はチームメンバー 2人と一緒にワーク
シートを印刷して、ノートを用意してテー
ブルを囲み、互いの考えを述べ合いま
した。「課題の定義」ツールは、すでに
分かっていた課題を明確にするのに役
立ちました。もっとも興味を引かれたの
は、「この問題について違う視点から考
えることができるか。別の捉え方は可能
か。」という最後の質問です。私たちは
問題を見て、直線的な解決策を探そう
としがちですが、この質問は、問題自
体を違った視点から検討できないか、
じっくり考える機会を与えてくれました。

「エビデンス・プランニング」ワークシート
は、驚くほど興味深いツールです。シー
トに記入していきながら、ソリューション
を裏付けるエビデンスやそれが生み出
す影響について確証を持てていなかっ
たことに気付かされました。最終的に、
皆が方向性について少し混乱していた
ことが分かり、互いにさまざまな意見を
出して話し合いました。答えはまだ見つ
かっていませんが、それでも前向きな成
果だったと断言できます。

ツールを使用した結果：
このアクティビティを通じて、自分たち
が作ろうとしているものについて、絶対
に確実だと思い込んでいる事に対して
疑いを持てるようになりました。このツー
ルは、直感に基づいてつくろうとしてい
たシステムの全体像を見直し、考え直す
きっかけを与えてくれました。

ウェブ開発、ビジネス、UXデザインの
経験を有するメンバーで構成されたTEEMACチーム

このツールは、
直感に基づいてつくろうと
していたシステムの
全体像を見直し、
考え直すきっかけを
与えてくれました。

事例研究
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低所得者層ユーザーの排便後の手を洗浄する技術のアイデアを評価する
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目的：
明確な計画を立てる
今の仕事の進め方と

考え得る選択肢を
検証する

}

SWOT分析
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参考：
MindTools (1996) SWOT Analysis. 

難易度および実行に必要な人数

話し合いが必要：
チームメンバー間での話し合いが必要です。
ミーティングをおこなって
共同でシートに書き込むための
時間を取ってください。
終日のミーティングが理想的です。
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SWOTはStrengths（強み）、Weaknesses（弱み）、Opportunities（機
会）、Threats（脅威）の略語です。SWOT 分析は、特定のプロジェクト、
組織、あるいは業界全体に使えます。この分析により、プロジェクト
や組織が提供できるものは何か、成功するために対処が必要な主な
弱みは何か、外部パートナーに支援を求めるのはどの部分かについ
て、深く理解できるようになります。

「SWOT分析」をおこなうには、自分が目標を達成する上で追い風と
なる、または障害となる内的・外的要因を特定してマッピングする作業
が必要です。「SWOT分析」は、現在の戦略と方向性の見直し、あ
るいは解決策を探す過程でアイデアをテストする優れた枠組みとなり
ます。特に、プロジェクトの開始前に「SWOT分析」をおこなうと効果
を発揮します。

「SWOT 分析」は、組織全体を対象とするだけでなく、部署、プログラム、プ
ロジェクト別でも実施できます。ワークシートの4つのエリアそれぞれに、自
分または自分の組織の強みと弱みと見なす要因、ならびに自分の助けとなる、
あるいは障害となる外的な機会と脅威と見なす要因を記入します。
さらなるサポートとして、いくつかのヒントを紹介します。
準備をする：分析をおこなう前にファクトと数字を準備しておきましょう。
細部まで網羅する：ごく小さな問題（例：チーム内での話し合いなど最少人数レベル
での問題）から大きな問題（例：政府の新たな規制）まで、自分の仕事に影響す
る可能性がある事柄をすべて含めてください。

自己批判的に考える：「SWOT 分析」は、自分自身や周りの人が望む意見を出
すためのものではなく、批判的な思考を促すためのものです。したがって、
自己擁護するのではなく、率直な意見を出しましょう。強みがあれば弱みも
あるのは当たり前で、機会には脅威が伴います。時に、弱みやリスクについ
て検討することが、強みや機会に気付くきっかけとなります。
自分の分析を周りの人と比較する：周りの人、あるいは外部の人（パートナー組
織の人など）に同じアクティビティをしてもらい、自分でおこなった結果と見比
べてみましょう。
分析を繰り返す：仕事を進めるなかで、新たに学んだり別の要因が出てきたり
するのは普通のことです。四半期や半期ごとにSWOT 分析をおこなうことで、
現在の仕事や今後の方向性を調整することができます。
ガイドとして活用する：「SWOT 分析」に頼りすぎてはいけません。今後の発展
の方向性を検討するためのガイドとして活用しましょう。
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強み
自分が他の誰よりもうまくできることは何か。 
自分の独自性とは何か。
他の人にはなくて自分は利用できる、独自のリソースまたはコストのかからないリソースは何か。 
市場の人びとから見た自分の強みは何か。

機会
ニーズはあるか。
人びとは別のものを好んでいるか。 
技術的な変化はあるか。
政府の政策に変化はあるか。

弱み
改善できるものは何か。
回避すべきものは何か。
利用者が弱みだと見なす可能性のあるものは何か。

脅威
どのような問題に直面しているか。
競合相手は何をしているか。
技術が変化していくことで、物事は難しくなっているか。 
資金面で問題はあるか。

SWOT分析
目的：明確な計画を立てる
今の仕事の進め方と考え得る選択肢を検証する
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さまざまなビジネスモデルをチームと一緒に試し、最適なものを見つけ出す

Global Service Jam London 2013



目的：
明確な計画を立てる

アイデアを
さらに

大きく育てる
}

ビジネスモデル・キャンバス
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作成者：
Osterwalder A., Pigneur Y (2010) Business Model Generation

難易度および実行に必要な人数

難易度の高いツール：
数日間かけて実施する必要があります。
戦略的なインプット／アウトプットが鍵を握るため、
上司や同僚と相談する必要があり、
また、ひと通り終了した後に
見直すのが理想的な進め方です。
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ビジネスモデル・キャンバスは、「やること」（または「やりたいこと」）と
どういう風にそれを実行するのかを1ページで俯瞰できるツールで、
イニシアチブに関わる重要な活動と課題、およびそれらが互いにどう
関係しているかを図示することにより、管理と戦略について体系だっ
た話し合いをおこなえます。OsterwalderとPigneurが最初に導入し
たこの視覚的な形式は、既存と新規の両方の組織や事業に有効です。
既存のプログラムでは、可能性のあるトレードオフを書き出して活動を
調整することで効率性を高めながら、新しいイニシアチブを立ち上げ
て機会を特定することができます。新規のプログラムでは、製品やサー
ビスをどのように実現するかを計画し、実行するのに利用できます。

個別の要素は別々の活動やリソース内の発想を促し、また、完成形
の全体像を把握する能力によって、これらの項目をどう組み合わせら
れるかについての新鮮な視点とアイデアが生まれます。さらに、この
構造はグループ討論の焦点が散漫になるのを防ぎ、参加者全員が同
じ目標を共有できるようにします。

「ビジネスモデル・キャンバス」のもっとも簡単な始め方は、 「何をするのか」を
埋めることです。それによって、他の項目を埋めるときも主な目標を見失わ
ずに済みます。この目標に基づき、他の活動の詳細と自分がもっているリソー
スを追加することによって、どうすれば目標を達成できるかを考えることがで
きます。
空白のキャンバスから始めて、キーワードを含んだメモでキャンバスの各項目
を埋めていきます。付箋を使うと、各項目を埋めながら、アイデアをいろい
ろな項目に動かすことができます。特定の顧客層と関連付けて色分けするの
もよいでしょう。

ただし、最初のアイデアに執着しないように注意してください。その代わりに、
同じ製品・サービス・技術に関する別のビジネスモデルを立案しましょう。
理想とする、または偶然見つけた新しい革新的なビジネスモデルについて説
明することで、物事を進める新しい方法の実践と習得にも役立ちます。

04
ビジネスモデル・キャンバス
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目標の
達成方法は？

主要な活動

どのように
アプローチ
するのか

顧客の関係

何が
必要か？

主要なリソース

製品や
サービスの
提供方法は？ 

販売チャネル

コストは？

コスト構造

利益は？

収益の流れ

最初に
記入

ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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誰が支援してくれるのか？
主要なパートナー

主要なパートナー／サプライヤーは誰か。
パートナーシップのもっとも重要な
動機づけは何か。

何をするのか？
価値提案

顧客に提供する主要な価値は何か。 
どのようなニーズを満たすのか。

製品やサービスの提供先は？
顧客層

どのような顧客に対して、
価値を生み出そうとしているのか。
もっとも重要な顧客は誰か。

目標の達成方法は？
主要な活動

価値提案に必要となる主要な活動は何か。
流通チャネル、顧客との関係、
収益の流れなどにとって、
もっとも重要なのはどのような活動か。

どのようにアプローチするのか？
顧客との関係

ターゲット層が期待しているのは、
どのような関係性か。
コストと形式の点から考えると、
関係構築をどのように
自分の仕事に組み込めるか。

何が必要か？
主要なリソース

価値提案に必要となる
主要なリソースは何か。

製品やサービスの提供方法は？
販売チャネル

顧客はどのようなチャネルを通じて、
商品やサービスの提供を受けたいと
考えているか。
どのチャネルがもっとも効率がよいか。
コストはどのくらいかかるか。
自分および顧客の日常的な活動に、
どのように販売チャネルを組み込めるか。

コストは？
コスト構造

仕事の中で、もっとも重要なコストは何か。 
主要なリソース／活動の中でもっともコストがかかるのはどれか。

利益は？
収益の流れ

顧客が支払ってもよいと考える金額はどの程度か。
顧客は最近、何を、どのような手段で支払っているか。
どのような支払い手段が好まれるか。それぞれの収益の流れは、全体の収益にどの程度貢献するか。

ビジネスモデル・キャンバス
目的：明確な計画を立てる
アイデアをさらに大きく育てる
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金融包摂に取り組むさまざまなレベルのパートナーとのプロジェクト計画ワークショップ



Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

目的：
明確な計画を立てる
同じビジョンをもつ

他のグループと
協力する

}

パートナーシップ構築マップ
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参考：
Tennyson R. (2003) 12 Phases in the Partnering Process, p4. In: The Partnering Toolbook.

難易度および実行に必要な人数

難易度の高いツール：
数日間かけて実施する必要があります。
戦略的なインプット／アウトプットが鍵を握るため、
上司や同僚と相談する必要があり、
また、ひと通り終了した後に
見直すのが理想的な進め方です。
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複雑な問題の多くは、異なる分野の複数の組織がそれぞれ別個に問
題を解決しようとする場合など、別々でありながら互いに関係のある
複数の原因や影響を含んでいます。多くの組織がリソースに限りがあ
るため、パートナーシップの構築は、能力だけでなく影響を与える範
囲を拡大させる上でも優れた方法です。パートナーシップは共通の理
解を築き、さまざまな異なる観点にまたがった知識の活用を促します。

パートナーシップの構築は、関係する全パートナーの多大な労力を要
する作業です。効果的なコラボレーションの基礎となる質の高い協働
関係を築くには、しばしば長い時間がかかります。パートナーシップ
構築マップは、このプロセスをステップに分け、困難や課題を前もっ
て予想できるようにするものです。

「パートナーシップ構築マップ」は、パートナーシップに関わる一連のステップ
を説明するマップです。マップは、こうしたパートナーシップを実現させるに
は各ステップで何が必要かを示しており、ルールではなくガイドラインとして
機能します。ワークシートに概説されているステップはそれぞれ重要で、パー
トナーシップをバランスよく維持し、目標に向けて軌道に乗せるには、すべて
のステップを実践する必要があります。
パートナーシップの成功の秘訣は、関係するすべてのパートナーが相互に恩
恵を得られるようにすることです。

「パートナーシップ構築マップ」を活用して、自分とパートナーがどの段階の
パートナーシップにあるのかを分析することで、協力して強靭な関係を築くた
めに次の段階へと移行できます。
•自分がいるステージを特定します。
•自分が目指したいステージを特定します。
•テンプレートをマップとして活用し、そのステージに向う道筋を作ります。
作成された道筋はステージに進むまでの間におこなう必要のある活動の概要
を示すものとなります。

05
パートナーシップ構築マップ
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調査

問題の理解、情報の収集、ステー
クホルダーや潜在的な外部のリ
ソース提供者との相談、パートナ
ーシップについてのビジョンおよ
びパートナーシップ締結に向けた
ビジョンの構築をおこなう。

持続または終了

持続を図る、または妥当な結論に
ついて合意する。

特定

可能性のあるパートナーを特定し
て、（妥当である場合）関与しても
らえるよう説得する。協働関係に
向けてパートナーの意欲を引き出
して高める。

制度化

長期的な取り組みと継続性を確
保するために、パートナーシップ
の適切な構造と仕組みを作る。

構築

パートナーシップにより目指すゴ
ール、目的、核となる指針にパート
ナー同士が合意することで、協働
関係を築く。

修正

ここまでの過程を振り返り、パート
ナーシップ、プログラム、プロジェ
クトの改善を図る。

計画

パートナー同士で、活動のプログ
ラムを計画し、一貫性のあるプロ
ジェクトの概要作成を始める。

評価

パートナーシップを評価する。パー
トナー組織に対してパートナーシ
ップがどのような影響を与えてい
るか、パートナーの一部が離脱、も
しくは新しいパートナーが加わる
タイミングか、など。

運用

パートナー同士で、中・長期的な
パートナーシップの仕組みと運用
について検証する。

測定

影響と効果（アウトプットと成果）
を測定し、報告する。
パートナーシップの目標は達成し
ていますか。

リソース調達

パートナー同士（および他の支援
者との間）で、財源および金銭以
外のリソースの特定と動員につい
て検討する。

導入

リソースを確保し、プロジェクトの
詳細の合意を得た後、導入プロセ
スを開始する。事前に合意した予
定および（可能であれば）特定の
成果物に即して作業を進める。
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パートナーシップ構築マップ
目的：明確な計画を立てる
同じビジョンをもつ他のグループと協力する
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複雑な公衆衛生プロジェクトの相関するフェーズの中でフィードバックサイクルを構築する
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目的：
明確な計画を立てる

これまでに
実施したことを

改善する
}

ラーニング・ループ
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参考：
IDEO (2011) Deliver: Create a learning plan, p145. In: IDEO, Human Centered Design Toolkit. Edition - 2. London: IDEO. 

難易度および実行に必要な人数

一人で実行できる簡単なツール：
比較的短時間で完了できます。
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学習とは、継続する循環的なプロセスです。ラーニング・ループは、
現在している仕事が次に取り組むべきことをどのように示してくれるか
を明確にするツールです。社会的変化を起こすことが、どのようにし
て反復サイクルの段階的なプロセスに分解されるかを、大所高所から
示します。

IDEOの「Learning Plan」（2011）に着想を得たこのワークシートは、
継続的な改善のサイクルにおいて経験するであろう4つの異なるス
テージを示すものです。このツールを使うと、アイデアを実行しようと
する際に通る異なるステージを把握でき、その中のプロセスについて
じっくり検討することで、次に取るべきアクションは何かが見えてきま
す。

このツールは、計画と実践に使える枠組みを提供します。4つの項目はそれ
ぞれ、組織が使う手法・システム・プロセスに関係します。このツールは、組
織が（成功と失敗両方の）経験から実際に教訓を得て、改善を続けているかを
確認するのに役立ちます。

「ラーニング・ループ」ワークシートを活用して、4つのエリアそれぞれに記入
します。このプロセスには明確な始点と終点はありません。新しいプロジェク
トの計画にも、現在進行中のプロジェクトに関する記録としても利用できます。
基本的に、現場の話、フィードバック、成果の収集によって得た教訓が、プ
ロセスにおける次のステップについて再考し改善する助けとなります。

06
ラーニング・ループ

現場の話と
意見を集める

フィードバック
と解決策を
優先する

指標と進捗を
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見直す
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現場の話と意見を集める

ニーズと状況の判断 | 基準を定める | 発想を得る

フィードバックと解決策を優先する

アイデアを選択する | ソリューションを反復する | 導入計画を策定する

指標と進捗を追跡する

ソリューションを評価する | 意図しない影響を特定する

成果と影響を見直す

ROIを評価する | 新たな基準を作る | 次の課題を特定する

ラーニング・ループ
目的：明確な計画を立てる
これまでに実施したことを改善する
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NÓ CEGO CIA DE PALHAÇOS COLLECTIVEのメンバー2人

Nó Cego Cia de Palhaços（「Palhaços」はポルトガル語で「道化師」の意）
は、「愛の経験」を大いに必要としている社会にとって、道化師のト
レーニングは癒しの手段になると信じる4人から成るグループです。
4人は心理社会支援センター（CAPS）と協力し、精神疾患の治療を
受けている人や、身体的・感情的に不安定な状態にある社会的に
恵まれない人たちの回復手段として、道化という技能（および他の創
造的な心理療法技術）を活用しています。彼らの仕事は、道化に情熱
をもち、社会貢献の仕事を通じて正しく認識されたいと願う熟練の
コーディネーターに大いに依存していますが、それでもプロとして収
入を得ることで意欲を保つ必要があります。

道化師が現在利用できる
インフラ（活動できる場所、
経済的支援、マーケティング
リソース）は極めて不十分です。
非常に優れた技術を備え、
道化師という職業に情熱を
もっているにも関わらず、

「報酬のある仕事」の
少ないことが
彼らの希望を奪っています。

使用したツール：ビジネスモデル・キャンバス

組織：SBCSOL - INCUBADORA DE EMPREENDIMENTOS SOLIDARIOS

国：ブラジル

分野：起業、技能開発

役割：ソーシャルデザイナー

担当者：RENATA MENDES

メールアドレス：RENATACM@UOL.COM.BR

事例研究
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採用された「ビジネスモデル・キャンバス」のワークシートで、
さまざまな区分の見出しについて説明するRENATA

ツールを使用した理由：
SBCSolプログラムから生まれたNó 
Cego Cia de Palhaçosは現在、活動
の方法とリソースを広げる方法を模索し
ています。彼らが提供するサービスは明
確ですが、道化師の仕事のビジネスと
しての側面はこれから育てていく段階で
す。そこで、「ビジネスモデル・キャンバ
ス」を利用して、道化師の新しい価値提
案を作成することにしました。価値提案
では、道化師はプロフェッショナルで優
れたサービスを提供していること、しか
も豊かな歴史をもち、経験に裏打ちされ
た仕事であることを伝える必要がありま
す。このビジネスプランの基礎を構築す
る作業を参加型のアクティビティにした
かったので、キャンバスを作成するのに
できるだけ多くの人に加わってもらいま
した。

ツールの使用方法：
このツールをもっと関連性のあるものに
するため、当団体の状況に合った独自
の質問を追加しました。次に、アイデア
出しがスムーズに運ぶように、アクティ
ビティを2つのパートに分割しました。

最初のブレインストーミング：大人数のグ
ループでアクティビティを始めました。参
加者には、回答する数も順番も問わず、
回答したい質問に答えてもらいました。

詳細を決める：最初のステップの後、似
通ったアイデアをもつ参加者をチームに
まとめ、価値提案を中心にして、各トピッ
クについて具体的な話し合いを求めまし
た。チーム分けしたことで、キャンバス
の内容を詳しく作成することができまし
た。

ツールを使用した結果：
このツールは、起業家としての経験を
もたない人びとに「ビジネス思考」とい
う概念をもたらします。この作業は、グ
ループのメンバーの考えを整理するの
に役立ち、グループの明確な目標を立
て、各ステージに必要な活動を詳細に
理解する上で、重要な役割を果たしまし
た。さらにこのツールは、高等教育を
受けていない人を含めてあらゆる人が
利用できる「共通言語」を提供してくれま
した。キャンバスの質問に導かれ、中
身のある価値提案をつくることができま
した。それによって、ビジネスモデル全
体を構築することもできました。

このツールは、
起業家としての経験を
もたない人びとに

「ビジネス思考」という
概念をもたらします。

この作業は、グループの
メンバーの考えを
整理するのに役立ち、
グループの明確な目標を
立て、各ステージに
必要な活動を詳細に
理解する上で、重要な
役割を果たしました。

完成したキャンバスを見て、新たなビジネスモデルに向けた次のステップは
何かを探しているグループのメンバー

事例研究
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PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION （上）木工作業場で工芸品を製作している職人、（下）地域住民参加型の「ビジネスモデル・キャンバス」のエクササイズ

サンパウロの南岸部で活動する
Criqué Caiçaraは、7人の
地域住民が立ち上げた
地域社会に根ざした組織で、
Elos Instituteと
NGO Central Artesolの
支援を受けています。

この組織の使命は、文化と環境を守り、職人的ノウハウを生かせる
仕事の機会を生み出すことです。この地域原産の木、カイシェタか
ら作られる製品は、ジュレイア（ブラジルの環境保護区の1つ）で見られ
る材料を使っています。製品は教育玩具、アクセサリー、家庭用品
などです。

事例研究

使用したツール：ビジネスモデル・キャンバス

組織：SBCSOL-INCUBADORA DE EMPREENDIMENTOS SOLIDARIOS

国：ブラジル

分野：起業、技能開発

役割：ソーシャルデザイナー

担当者：RENATA MENDES

メールアドレス：RENATACM@UOL.COM.BR
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ツールを使用した理由：
すでにある仕事の強みを土台にして、
ビジネスを築きたいと考えました。これ
までに成し遂げたことを基に、地元の
環境、地域社会、工芸に対して配慮し
た社会的事業を生み出すのが目的で
す。できるだけ多くの人にビジネス計画
の基礎づくりに参加してもらうことで、
地域の人びとも地元のビジネスがどうあ
るべきかを選べるようにしたいと考えま
した。

ツールの使用方法：
今までこのグループは活動だけに注目し
てきましたが、ビジネスのあらゆる側面
を1枚の紙に整理して眺めることで、ビ
ジネスのさまざまな要素と活動を関連付
けることができました。そこで、主な活
動を起点にして、そこからキャンバスの
記入を開始しました。このアクティビティ
により、ビジネスのすべての領域と、誰
が各領域の責任者であるかを明示した
フローチャートが完成しました。

ツールを使用した結果：
1枚の紙にまとめられたビジネスモデル
は、ビジネスの異なる側面の間の関連
性を見出す、または、新しいアイデアを
思い付いたり、既知の情報を新しい方
法で利用したりするのに役立ちました。
このツールを使うことで、ビジネスの各
領域について話し合うことができました。
これは、少人数のグループであるため
に同じ人が多様な役割を果たしている
Criqué Caiçaraにとって、とりわけ重
要な意味をもちました。

Crique Caiçaraは家族的なグループ
で、小さな子どもたちとその母親たちも
グループのメンバーとして参加していま
す。ビジネスモデル・キャンバスは、全
員の積極的な参加を促すのに大きく貢
献し、年配の参加者と若い参加者両方
の希望を短時間で聞き取ることができま
した。このツールは、職人たちにビジネ
スの概念をもたらし、より具体的な目標
に焦点を当てることで起業家的な見通し
をもつ助けとなりました。

このワークショップは時間管理とスキル
の活用の改善を促すことで、仕事を効
率化するのに役立ちました。すでにある仕事の強みを

土台にして、ビジネスを
築きたいと考えました。
これまでに成し遂げた
ことを基に、地元の環境、
地域社会、工芸に対して
配慮した社会的事業を
生み出すのが目的です。

事例研究
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「担当している地域で、マイクロ・
アントレプレナーの収入源を多様
化するプロジェクトに取り組んで
います。このプロジェクトに関わっ
て長いですし、特定の問題を解
決したかったわけではないので
すが、何らかのツールを使うと、
今後展開するいくつかのステー
ジについて熟考する役に立つの
ではないかと考えました。自己
評価のアクティビティとして
SWOT分析ツールを利用しまし
た。しかしやり方を少しアレンジ
して、すでに実施したプロジェク
トについて2か月前に記入したと
いう設定でおこないました。」 SANERGYの製品販売プロジェクトのために記入された「SWOT分析」シート

事例研究

使用したツール：SWOT分析 

組織：SANERGY 

国：ケニア

分野：水と衛生（WASH）

役割：特別プロジェクト相談役 

担当者：MARIELLE SCHWEICKART 

メールアドレス：MARIELLE@SANER.GY

このツールは、
プロジェクト全体を
俯瞰的に眺めるのに
効果的だったので、
プロジェクト立ち上げの
際に使っていたら、
役に立っていただろうと
思います。
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プロジェクトは2015年までに、マディヤ・
プラデシュ州の家族と地域住民は、調
整の取れた持続可能で費用対効果の高
い手段によって、効果的で良質な総合
保健サービス施策の恩恵を受けられるよ
うになると予測しています。こうした施
策を実現するには、（小規模や大規模で運
営する）複数のステークホルダーとの提
携が必要です。

現在、プログラムのさまざまな側面に関
して、8地区（対象の人口はおよそ7200万人）
で協働する多様なパートナーを探し出す
プロセスに取り組んでいます。
•	基本調査と中期調査、およびプロジェ
クト終了時の影響評価という形で、プ
ログラムの評価を担当する非政府団
体パートナー

•	参加型学習行動法（PLA）*モジュール
の開発と改修に加えて管理情報シス
テムの導入もおこなう、能力構築を専
門とするNGO
•	 PLAモジュールの展開を実行するパー
トナー
•	州農村部生計ミッション（SRLM）など
政府機関に対する技術的サポートの
提供に加え、政府に代わり人員の採
用と管理をおこなう人材紹介機関の
特定もおこなう代理機関

ツールを使用した理由：
関与のレベルも性質も多様なパートナー
のとりまとめは、以前より大きな課題と
なってきました。前述の4種類のステー
クホルダーについて、それぞれが特定
される前に、各ステークホルダーとの関
与の深め方を見極めるために、「パート
ナーシップ構築マップ」ツールを使いま
した。

ツールを使用した結果：
このツールは、パートナーシップを築く
際に考慮しなければならない、パート
ナーシップ構築に関連する概念／特徴
を分析的に細分化したものです。たとえ
小さな要素であっても見過ごすことのな
いよう、詳細な点まで確認することは非
常に重要です。

*参加型学習行動法（PLA）は、アクションリサーチの
一形態です。PLAは実践的で順応性のあるリサーチ
戦略で、多様な集団と個人が協調的で民主的な方法
により、共通の懸念である問題に焦点を置き、課題を
突き止め、前向きな反応を生むために共に協力して学
び、働き、行動することを可能にします。

MPTAST（マディヤ・
プラデシュ州技術支援・
サポートチーム）は、
マディヤ・プラデシュ州
保健セクター改革プロジェクト

（MPHSRP）の一部で、
インドのマディヤ・
プラデシュ州の公共
サービスが不足している
16地区において、健康、
栄養、水、下水設備、衛生
サービス改善の目標達成を
目指す州保健局を
サポートしています。

MPTASTプログラムでのパートナーシップの構築に含まれる多様な側面

事例研究

使用したツール：パートナーシップ構築マップ

組織：FHI360

国：インド

分野：公衆衛生、栄養、水と衛生

役割：チームリーダー 

担当者：SUBBANAICKER KRISHNASWAMY 

メールアドレス：SKRISHNASWAMY@MPTAST.ORG
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私が取り組もうとしていたのは、
公衆衛生と栄養の
重要な社会指標である、
妊産婦・新生児の死亡の
過少報告や未報告の
問題です。

MPTASTが運営する、州の妊産婦・新生児の健康と栄養プログラム向けの「ラーニング・ループ」の計画

使用したツール：ラーニング・ループ 

組織：FHI360 

国：インド

分野：公衆衛生、栄養、水と衛生（WASH）

役割：チームリーダー

担当者：SUBBANAICKER KRISHNASWAMY

メールアドレス：SKRISHNASWAMY@MPTAST.ORG

私はインド中央部にあるマディヤ・プラデシュ州政府に技術的支援と管理サ
ポートを提供するMPTASTの責任者で、保健・家族福祉、女性子ども開発、
パンチャーヤト統治、農村開発の領域を担当しています。

こうした過少報告／未報告は、さらに大きな問題につながっており、妊産婦・
新生児の死亡数を低減させるための是正措置を阻害しています。

事例研究
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ツールを使用した理由と使用方法：
「ラーニング・ループ」を使用するにあた
り、解決策の発見に関与しているあら
ゆるステークホルダーに参加してもらい
ました。妊産婦・新生児の死亡をもっと
迅速に報告できるようにする経路を探す
ために、モニタリングと評価（M&E）の
専門家がサービス提供担当者に同行し
て試験地区の1つを訪問しました。この
問題について、草の根の医療従事者、
村レベルのボランティア、村レベルの栄
養関連従事者など、さまざまなステーク
ホルダーと話し合い、こうした人びとの
認識レベルを高め、妊産婦・新生児の
死亡を報告しない理由の解明に努めま
した。

ツールを使用した結果：
その後、インド政府が開発したオンライ
ンのモニタリングソフトウェアである
MCTS（妊産婦・新生児追跡システム）に取
り組みました。これは、妊娠直後から新
生児が1歳になるまでの間に妊産婦へ
提供した／提供予定の各種サービスの
追跡を目的とするものです。新システム
の導入に賛同した地区保健当局と、試
験地区での問題と得られた知見につい
て検討しました。また新システムは州の
指導者層にも提案され、妊産婦・新生
児の死亡のモニタリングについてただ
ちに同意を得ました。

「ラーニング・ループ」は、この現象を生
み出している可能性がある地区内と地
区間の差異および要因を理解し、適時
に行動するよう当局に注意を促す助け
となります。これは、ある社会現象と、
それに対する簡潔な対処法との相互関
連性を明確にするのに優れたツールで
す。画期的な解決策を必要としている、
どのような社会的指標にも活用できま
す。

このコンセプトは間もなく展開が始まる
予定で、州政府からの承諾に向けて、
1地区での試験結果に基づきコンセプト
を改良している段階です。

これは、ある社会現象と、
それに対する簡潔な
対処法との相互関連性を
明確にするのに
優れたツールです。

画期的な解決策を
必要としている、
どのような社会的指標にも
活用できます。

事例研究
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東南アジアの都市部の「カンプン」における家庭の水汲み問題に関する調査
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参考：
Design Council (2011) Service Safari. In: Keeping Connected Design Challenge. 

難易度および実行に必要な人数

難易度の高いツール：
数日間かけて実施する必要があります。
戦略的なインプット／アウトプットが鍵を
握るため、上司や同僚と相談する必要があり、
また、ひと通り終了した後に見直すのが
理想的な進め方です。
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エクスペリエンス・ツアーに出かけることは、ある環境にどっぷりつか
ることです。それによって、その状況や文脈について現場の視点を獲
得できます。「エクスペリエンス・ツアー」は、仕事の対象となる人びと
と密接につながるアイデアを生み出すための明確な視点をもたらし、
思考に根拠を与えてくれます。

このツールは、直の体験を振り返り、そこから知見を得るための仕組
みを与えてくれます。あなたが理解しようとしている人びとの経験に焦
点を当て、後にアイデアを組み立て始める際に必要となる材料を集め
るのに役立つガイドラインとなります。

「エクスペリエンス・ツアー」は、何が素晴らしい体験を生み出すのか、ある
いは不快な体験に遭遇した際には何をすべきでないかについて直に学ぶこと
で発想を刺激する優れた方法です。「エクスペリエンス・ツアー」の実施は多
くの場合、外に出て歩き回ることを意味するため、ワークシートに体系だった
記入をするのは難しい場合があります。外出する前にワークシートの質問をよ
く見て、注目すべき物事は何かを思い出せるようにしましょう。

「エクスペリエンス・ツアー」を進めながらワークシートに記入することも、あ
るいは簡単なメモを取り、後で詳細を記入することもできます。

大切なのは、行動を起こし、体験したことを振り返り、それがどのような感情
をもたらしたのか、また、正確にどのようなことが起きたかを深い部分で理
解することです。ツアーのたびに1 枚のワークシートに記入して、後から、関
連する点や異なる点を比較することができます。
ワークシートの質問は一例なので、自分の仕事に関係するようワークシートを
カスタマイズできます。
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開発実務者が直面するワークプロセスの課題をリフレーミングする
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目的：
優先順位を明確にする

最重要課題に
集中する

}

課題の定義
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参考：
Julier J., Kimbell L. (2012) Problem Definition. p30. In: The Social Design Methods Menu. 

難易度および実行に必要な人数

一人で実行できる簡単なツール：
比較的短時間で完了できます。
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課題の定義は一見、シンプルな作業です。しかし、最初は課題だと見
なしていた事柄が多くの場合、より深刻な課題の症状に過ぎないこと
が分かります。このツールは、複数の角度から課題を精査できる方法
で課題を提示する、また、幅広い状況や関連する課題を定義づける
働きをします。

課題に直面している人たちを目下の課題に集中させるのに、特に効
果を発揮します。このツールは、効率のよい方法で、特定の課題に
ついて系統立った分析をおこなうことを目的としています。課題を明
確にして評価できるようにする一連の主要基準を導入することで、活
動の効率を高めます。また、一見まったく関係なく思えるいくつかの異
なる課題を比較する標準的な手法も身につけられます。

「課題の定義」ワークシートを、個々人、または少人数のチームで目を通し、
メモを取りながら特定した課題について考え、意見を交換します。ここでの
主な目的は、課題に関するさまざまな観点を捉え、比較して、話し合いをお
こなうことです。その後で、メモを見返して、同じ仮定をしたか、および同じ
ように物事を捉えたかについて、チームメンバーと議論します。
このアクティビティは、元々取り組んでいた課題について「別の捉え方をする」
ように導きます。例えば高齢者を、「助けが必要な人たち」と見なす代わりに、

「能力の高い人たち」と捉えたらどうなるでしょう。このように課題を捉え直す
ことで、解決策をどのようなものになるかのヒントが得られます。

チームメンバーだけでなく、他のステークホルダーと一緒に「課題の定義」ワー
クシートに取り組むと、たいてい新たな文脈がもたらされます。例えば、サー
ビスの利用者、スタッフ、ボランティアと一緒に取り組むと、マネージャーや
起業家と一緒におこなう場合とはやや異なる視点が加えられるでしょう。それ
ぞれの状況に合うように、自由に実験をしたり、ワークシートの質問を言い換
えたりしてください。
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学校に通っていない若者のエンプロイアビリティについてのトレーニング・モジュールのUXを理解する
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目的：
優先順位を明確にする

複雑な問題を
分解する

}

原因ダイアグラム
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参考：
Namahn and Yellow Window Service Design, Design Flanders (2012) Cause Diagram. In: Service design toolkit. 

難易度および実行に必要な人数

一人で実行できる簡単なツール：
比較的短時間で完了できます。
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問題の根本原因は何か。多くの場合、1つの単純な答えはありません。
問題が大きいほど、大抵その根も広がっており、原因を詳細に記述し
ようとすると、たちまち手に負えない状態になり、困難な作業と化して
しまいます。

原因ダイアグラムは、問題を徹底的に検討し、それを分析する体系的
な方法を提供します。ダイアグラムは、問題の明白な原因だけでなく、
考え得る原因をすべて洗い出すように仕向けます。新たな問題の分析
にも、既存の問題の穴を特定する作業にも活用できます。

このツールは、原因を問題の影響や症状と区別することで、問題の
根本的な解決に必要なソリューションに対するよりよいアイデアや、取
り組んでいる課題が何であるかについての共通理解の構築に寄与し
ます。

まず、あなたが解決を試みている、核となる問題を特定し、書き出します。
この起点から作業を始め、その結果として見られる直接的な症状、その背後
にある症状、および関与する症状を書き出します。これには、問題に関わっ
ている人びと、システム、設備、材料、外部からの力などが含まれます。関
与する要因をできるだけ多く引き出しましょう。

次に、こうした症状を引き起こしている原因を記入していきます。ワークシー
トの記入を終えたら、それぞれの症状と原因をチームメンバーと一緒に詳しく
見ていき、適切な場所に記入されているかを検討して、目的を明確にすると
いう点において、ここから得られる知見について話し合います。
記入の際、問題の原因と問題の症状を混同しないように注意しましょう。原因
とは何かが起こる理由を指し、症状とは通常、問題の最終的な結果として現
れるものを指します。
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「セオリー・オブ・チェンジ」を使ったワークショップでは、社会起業家が自分たちの活動の成果をより大きな
インパクトにつなげることを支援している

HUB Launchpad and Futuregov at Outcome Fest, London 2014
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目的：
優先順位を明確にする

ゴールと
そこに到達する道筋を

見極める
}

セオリー・オブ・チェンジ 
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参考：
Nesta (2011) Theory of Change. 

難易度および実行に必要な人数

話し合いが必要：
チームメンバー間での話し合いが必要です。
ミーティングをおこなって共同でシートに
書き込むための時間を取ってください。
終日のミーティングが理想的です。
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セオリー・オブ・チェンジの作成は、目標を達成するためのステップを
示すロードマップを作るのに似ています。あなたが思い描く結果の実
現に、あなたの仕事が貢献しているかを判断し、また、検討が必要な
別の方法があるかを見極めるのにも有効です。

「セオリー・オブ・チェンジ」ツールは、自分の仕事を明確に表現して、
より大きな目標に結びつけるのに役立つだけでなく、各ステップの基
本的な前提を共有することで、計画の中の潜在的リスクを特定するの
にも効果を発揮します。複数のプロジェクトが同時進行している大規模
な組織では「セオリー・オブ・チェンジ」を使って、まず異なるプロジェク
トについてマッピングし、それから各プロジェクトがどのようにつなが
り、互いにどう関係しているかを検討できます。

このツールは、より大きな最終目標に向けたチームメンバーの協調と、
目標を達成する上での自分たちの役割を理解する助けとなります。

解決したい主な問題、および実現したい変化に関する長期的なビジョンを書
き出すことから始めます。その後、主なターゲットやターゲットへの訴求を開
始するポイントなど、他のボックスを記入していきます。できるだけ具体的に
記入しましょう。より効果の高い実行可能な行動を思いつくのに役立ちます。
問題の特定から始めて、長期的な影響に向かって記入を進めます。特定した
問題にもっとも影響される人びとや、仕事を通じて支援を試みている人びとを
書き出します。対象となるのは小さな地域の集団、または大規模な組織、ど
ちらのケースも考えられます。次に、仕事をどこから始めるかについて検討し
ます。最初に着手すべき場所、人、物事を見つけ出す必要があります。変化
を起こすために実行できる実践的なステップについて考えましょう。パートナー
シップの構築や、既存のプロセスの改良などがその例です。できるだけ活動
主導のものとしてください。

そして最後に、直接的な結果や成果は何かを考えます。これには形のある結
果として、自分の仕事がどのような違いを生んだかを他の人に明白に示せる
こともあるでしょう。活動がもたらし得る主な成果をリストアップします。これ
は、ビジョンの実現に必要な必須条件です。
ワークシートのそれぞれのボックスに記入する際、自分の仕事におけるこうし
たステップの根底にある主な前提について熟考することも大切です。この作
業は、潜在的なリスクや異なるプロジェクト間に存在するつながりを特定する
助けとなります。

10
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あなたの仕事が
もたらす、測定
可能な影響は
何か？

測定可能な効
果は？

測定可能な効
果は？

あなたの仕事が
もたらす、より広
範囲の利益は
何か？

より広範囲の利
益は？

より広範囲の利
益は？

解決しようとし
ている課題は
何か？

あなたがゴール
とする長期的な
変化は何か？

主なターゲット
は誰か？

変化を
起こすには、どの
ようなステップ
が必要か？

何をきっかけ
にターゲットへ
の訴求を始め
るか？

主な前提 主な前提 主な前提 主な前提 主な前提 主な前提 ステーク
ホルダー

最初
に記入

ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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あなたの仕事が
もたらす、測定可能
な影響は何か？

測定可能な効果は？

測定可能な効果は？

あなたの仕事が
もたらす、より広範囲
の利益は何か？

より広範囲の
利益は？

より広範囲の
利益は？
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解決しようとして
いる課題は何か？

あなたが
ゴールとする長期的
な変化は何か？

主なターゲットは
誰か？

変化を起こすには、
どのようなステップ
が必要か？

何をきっかけに
ターゲットへの訴求
を始めるか？

主な前提 主な前提 主な前提 主な前提 主な前提 主な前提 ステークホルダー

セオリー・オブ・チェンジ
目的：優先順位を明確にする
ゴールとそこに到達する道筋を見極める
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児童スポーツ振興基金は、農村部の女子生徒の
スポーツ参加について特に懸念しています。彼女
らは、スポーツに関して親の理解や勧めがなく、
時には許可してもらえないせいで、スポーツによ
る恩恵を受けられない状況が生まれています。

もっと多くの人に施設を利用してもらうには、ス
ポーツ施設を無料で利用できるようにするインフ
ラ整備やプログラムへの大々的な投資以外に、
どのような方法が考えられるでしょうか。

地域のスポーツプログラムへの参加が少ないという課題と、それに関連する原因を特定するために学生たちと協働で開催されたワークショップ

ウズベキスタン公教育省下の
児童スポーツ振興基金部は、
スポーツ複合施設への
大規模な投資プログラムに
かかわらず、
こうした施設の使用が
特にタシケント郊外で
想定より下回っていることを
懸念していました。

使用したツール：課題の定義、原因ダイアグラム

組織：国連開発計画（UNDP）ウズベキスタン事務所

国：ウズベキスタン

分野：コミュニティアウトリーチ／教育 

役割：コミュニティアウトリーチ・スペシャリスト 

担当者：ANDREAS KARPATI

メールアドレス：ANDREAS.KARPATI@UNDP.ORG

事例研究
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ツールを使用した理由：
地元の提携大学の学生から成る若い市
民たちと共に、「社会的包摂のための
スポーツ」を主題とする社会的イノベー
ションに関するワークショップを企画しま
した。このワークショップで提案された
有望なプロジェクトには、最高1,500ド
ルの助成金が検討されることになってい
ました。プロジェクトの提案を作成する
中で、利用者について考えるための
「ターゲット・グループ」や「ペルソナ」、
潜在的な問題と解決策について考える
ための「課題の定義」や「原因ダイアグ
ラム」など、複数のツールを利用しまし
た。

ツールは以下の3つの主な基準に沿っ
て選ばれました。
1.	商業的要素のない小規模のボラン
ティアプロジェクトに適していること
2.	社会的イノベーションのプロセスで早
期かつ試験段階前に適用できること
（コンセプト考案、課題の定義、スポーツ施

設利用者に重点を置く）

3.	教室／ワークショップなどの場所で1
時間以内に実施できること

ツールの使用方法：
学生が問題や可能な解決策について幅
広い見地から考えられるよう、ワーク
ショップでは「課題の定義」と「原因ダ
イアグラム」を使用しました。しかし、ア
クティビティから新たな知見を得られるよ
うになったのは、学生たちに「なぜ」を
問う一連の質問をおこなうよう促した後
でした。学生たちはしばしば微妙な意
味合いを見極めることなく先を急ぎ、「経
済的問題」や「因習」を副次的な原因と
して結論付けていました。しかし、もっと
具体的に考えるよう勧めたところ、学生
たちはスポーツへの参加率が低い事実
に対して、興味深く、時に予想外の原
因を見つけ出しました。怪我の恐怖（低
水準の医療サービスに関連）や、外灯の不
足（安全への不安に関連）などはその一例
です。

ツールを使用した結果：
「課題の定義」ツールは、ある課題の定
義とより深い認識を促し、「原因ダイア
グラム」は、その課題に対処できるよう
課題のすべての要因と原因を拾い集め
るのに役立ちました。ツールを使うこと
で、問題について認識が深まり、対処
が可能な原因を徹底的に掘り起こすこ
とができました。その中は予想外のもの
や、今まで私たちが知らなかったものも
含まれていました。

ツールを使うことで、
問題について認識が深まり、
対処が可能な原因を
徹底的に掘り起こすことがで
きました。その中には
予想外のものや、今まで
私たちが知らなかったものも
含まれていました。

事例研究
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グループアクティビティの結果として作成された「セオリー・オブ・チェンジ」ワークシートの最終形

私はマディヤ・プラデシュ（MP）州政府を支援してMPHSRP（マディヤ・
プラデシュ州保健医療セクター改革プログラム）を導入するために、1年に
およびFHI360と協力してきました。

MCTS（妊産婦・新生児追跡システム）は、インド政府が開発したオンラ
インのモニタリング・ソフトウェアで、妊娠直後から新生児が1歳に
なるまでの間に妊産婦へ提供した／提供予定の各種サービスの追
跡を目的としています。

インド中央部にあるマディヤ・プラデシュ州は、国の平均に比べて、
妊産婦・新生児の死亡率が非常に高い州です。MPTASTのプログ
ラムはシステム強化をサポートしており、保健局、WCD（女性子ども
開発部）、PHED（公衆衛生技術部）と緊密に協力して、マディヤ・プラ
デシュ州のMMR（妊産婦死亡率）、IMR（新生児死亡率）、栄養不良、
TFR（合計出生率）の低下を目指しています。

村の補助看護助産師、街区プロジェクトマネージャー、村の多目的作業員と一緒に「セオリー・オブ・チェンジ」と「原因ダイアグラム」ツールを活用

事例研究

使用したツール：セオリー・オブ・チェンジ、原因ダイアグラム

組織：マディヤ・プラデシュ州技術支援・サポートチーム（MPTAST）

国：インド

分野：公衆衛生、栄養、水と衛生（WASH）

役割：地区プロジェクトコーディネーター

担当者：RAVI KOMMURI

メールアドレス：RKOMMURI@MPTAST.ORG
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ツールを使用した理由：
私とチームメンバーは、まず「セオリー・
オブ・チェンジ」と「原因ダイアグラム」を
セットにし、次に「SWOT分析」、「クエ
スチョン・ラダー」、「重要タスクリスト」
を別のセットにして活用しました。私た
ちの目標は、MCTSソフトウェアの使用
を進める方法を探すことで、さらに、シ
ステムの活用に関わりのあるすべての
人びととステークホルダーの役割、動機
づけ、緊急対応戦略の再定義をおこな
うことも目的としていました。最初にツー
ルセットを使用して手近な問題の再確認
と解決を目指し、その後、別のツールセッ
トで、解決策の実行に要すると見込まれ
るチームメンバーと重要な道筋を特定し
ました。

ツールの使用方法：
一連のツールをマディヤ・プラデシュ州
ジャバルプル地区のある村で試しました。
まず、一連のアクティビティをおこなう目
的についてチームに説明し、以下の項
目に関してアイデアを求めました。
•	村では実際、何が起こっているか。
•	誰が関係者なのか、それぞれの役割
は何か。
•	問題を解決するために取り組む必要
のあるボトルネックは何か。

その後で、「セオリー・オブ・チェンジ」と
「原因ダイアグラム」をセットで使用しま
した。

セオリー・オブ・チェンジ
変化に向けて計画するべきことに関し
て、明確なアイデアを提示する。（例えば、
MCTSシステムのサービス更新と、それが日

常業務にどう影響するか、意思決定において

プログラムマネージャーをどのようにサポートす

るか、長期的に見て新生児総死亡率にどう影

響するか、といった変化）

原因ダイアグラム
MCTSサービスの更新を妨げている障
害を特定する。すべての根本的な問題
から学び、問題に即したよりよい解決策
を考える。

ツールを使用した結果：
「セオリー・オブ・チェンジ」ツールは、た
とえ草の根医療の従事者としての役割
であっても、長い目で見れば大きな変
化につながる可能性があることをチーム
に理解してもらうのに役立ちました。こ
れは、プログラムの成功において重要
な鍵となり、彼らの仕事に対する姿勢
に変化をもたらしました。またツールは、
現在のシステムの非効率性を総合的な
やり方で打開する助けにもなりました。

「原因ダイアグラム」は、複雑な問題が
絡み合った状況にある中で、対処可能
で重要な問題を1つか2つ選び出すこ
とがよりよい戦略であることをチームが
理解するのに役立ちました。このツール
は、現状の非効率性を招いた原因を体
系的な手法で理解して明確にする助け
となり、中心となる問題の解決に向け
てどのような取り組みが必要かを突き止
める後押しとなりました。

事例研究
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私たちの組織では営業・業務運営チーム内で、個々の
パフォーマンス向上について問題を抱えていました。

こうした問題は多くの場合、より広範なシステムに関係
していることに気が付いたため、事業の中の営業・業
務運営の要素全体を検証して、組織的な改編プログラ
ムを策定することにしました。

これを実行するために一連のワークショップをおこなっ
てきました。問題を特定し、問題とその原因の理解を経
て、解決策を見つけるのには、「原因ダイアグラム」が
有効だろうと考えました。

CASE STUDY

私たちの組織に合うように
ツールをアレンジし、その成果物を活用して
計画段階に進んでいます。
原因が特定されることで
明らかになった中心的な問題への
対応を始めています。

使用したツール：原因ダイアグラム 

組織：SANERGY 

国：ケニア

分野：水と衛生（WASH）

担当者：SIMON DIXON

メールアドレス：SIMON@SANER.GY
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目的：
人びとから知見を集める

日常生活を
観察して

洞察を得る
}

ピープル・シャドーイング
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参考：
Lovlie L.,Reason B.,Polaine A. (2013) Service Design: From Insight to Implementation. p54-p57. Rosenfeld Media

難易度および実行に必要な人数

話し合いが必要：
チームメンバー間での話し合いが必要です。
ミーティングをおこなって共同でシートに
書き込むための時間を取ってください。
終日のミーティングが理想的です。
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シャドーイングとは文字通り、しばらくの間、誰かの影になることです。
一人の人、または1つの集団を追い、日常生活を送る、または日常
の仕事をこなす様子を観察することで、観察対象が属している環境を
理解することができます。また、対象者の行動や動機に影響を与え得
る、文脈に埋め込まれた詳細な事柄を、自分の目で詳しく確かめられ
ます。

シャドーイングは通常、プロジェクトが始まるときにおこなうことで、特
定の行動やある集団について詳しく知るのに効果を発揮します。人び
との日常生活は習慣的なものなので、自分たちでは問題に気が付い
ていないことがあります。人びとを観察することで、核となる問題や、
その解決策となり得る隠れた側面を見つけ出せる可能性があります。
こうした観察は、インスピレーションとしてだけでなく、自分の仕事が
人びとにどのように影響するか、その核心に触れる手引きにもなりま
す。

シャドーイングには、多くの選択が関わります。誰を観察するかだけではなく、
シャドーイングをおこなう際、いつ、どのように積極的に関わるかといったこ
との判断も含まれます。また、どのようなことを観察するのかや、気付いたこ
とを記録する手段についても考える必要があります。準備が鍵を握ります。
何を観察するかを事前に固めておく一方で、予想外のことにも柔軟に対応で
きるようバランスを取る必要があります。このツールは、簡単なチェックリスト
と気付いたことを書き留めるためのフォーマットで構成されています。
このワークシートは、シャドーイングの際に記録するべきことをいくつか示し
ています。しかし、臨機応変に対応しましょう。ただ観察するのか、積極的に
関わるのかは、その場の状況に応じて変わります。観察する対象の人、一人
につき一枚のワークシートを記入します。チームメンバーにも、観察する対象
それぞれについて同様のシートを記入するよう依頼してください。

これは、自分の観察を、自分や他のメンバーがシャドーイングする対象のさま
ざまな人びとの観察と比較するための体系的な手法です。
重要な観察項目は、プロジェクトの焦点によって異なります。これには、出会
う人びと、訪れる場所、人びとの生活様式などが含まれます。ワークシート
のボックスは必要に応じてカスタマイズしてください。ここに示されているの
は、発想を引き出すための例です。
人びとを間近で観察したい場合は、その人の許可を取る必要があるでしょう。
しかし、遠くから対象を観察することも可能です。これは、特定の状況や文
化で、何が社会的に受け入れられているかに左右されます。対象となる人の
パーソナルスペースを尊重して、相手が不快に思わないよう十分に配慮して
ください。日常生活でどのような動作をおこなっているか、その自然な流れを
壊したくないというのは、誰しもが同意することでしょう。
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いつ・どこで
場所：

日付： 

時間：

だれ
観察した人：

年齢：

性別：

観察対象に選んだ理由：

重要な気付き

好き

例：個人的な好みを観察する

活動

例：状況に応じて起きる活動を観察する

嫌い

例：特に心配していることについて観察する

事物

例：特定の物の使い方を観察する

習慣

例：すでにおこなっている日課を観察する

空間

例：環境が与える影響を観察する

ピープル・シャドーイング
目的：優先順位を明確にする
日常生活を観察して洞察を得る
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インドの都市スラムにおける公衆衛生行動と認識を理解する
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目的：
人びとから知見を集める

会話において
相手の視点を

理解する
}

インタビュー・ガイド
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参考：
IDEO (2012) Develop an interview approach p58. In: Human Centred Design Toolkit. 

難易度および実行に必要な人数

話し合いが必要：
チームメンバー間での話し合いが必要です。
ミーティングをおこなって共同でシートに
書き込むための時間を取ってください。
終日のミーティングが理想的です。
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ある人について理解するもっとも簡単な方法は、相手と話すことです。
インタビューは人とつながる手段であり、体験を自らの言葉で表現し
てもらい、それを聞くことができる機会です。日常生活について尋ね
ることで、相手が直面している問題を明らかにして記述することや、
相手が属している環境を理解すること、また、相手にアプローチする
方法を思いつくことの助けにもなります。さらに、なぜ自分の仕事が
必要とされているのか、あるいは自分の仕事がどのような影響を生み
出しているのか、などについての証拠にもなり得ます。

しかし、インタビューで知りたいことを聞き出すのは、想像よりも難し
いものです。人が話す内容と実際の行動は往々にして大きく異なりま
す。特定の体験について深く掘り下げて理解できるまでには時間がか
かるかもしれず、対話の一環として一連の質問とアクティビティを必要
とします。たとえ短いインタビューでもたくさんの情報が集まり、複数
の人を対象にインタビューを始めると、またたく間に資料が膨れ上が
りかねません。インタビュー・ガイドは、インタビューに向けた計画を
準備するチェックリストの役割を果たします。

このワークシートは、インタビューの準備の仕方の例を示すものです。プロジェ
クトの主題に応じて、他の項目を含めることができます。
通常、聞き出したい内容には、行動とその根本にある動機とが混在している
ものです。したがって、まずは「何」と「どのように」を尋ねることに集中し、
その後で「なぜ」を尋ねることで、人びとの動機を掘り下げます。
以下の3ステップの方式に従って、インタビューを組み立てます。
心を開いてもらう：答えやすい「準備体操」の質問をして、インタビュー相手の
緊張をほぐしましょう（例：家族構成、家庭で誰がどんな役割を果たしているか、主
題に関連する最近のエピソード）。
話を広げる：通常は日常的に考えることのない事柄について、より大きく広い
範囲で考えるように促しましょう（例：未来に向けた希望、物事がどのようなつなが
りをもっているか）。
深く掘り下げる：手近な課題について深く掘り下げ、「もし～ならば」というシ
ナリオで考えるよう誘導しましょう。

インタビューで情報を引き出して記録するには、さまざまな方法があります。
インタビュー相手の好みと動機を明らかにする際は必ず、具体的に説明して
もらえるようにしましょう。ただ口頭で説明をお願いすることもできますし、実
物を見せてもらったり、特定の事柄について絵を描いてもらう（例：部屋の中で
気に入っている場所はどこですか。自宅で一番好きな物は何ですか。）こともできます。
実際のインタビューを始める前に、よりよい回答を得るのに効果的な質問の
仕方のコツをつかむために、チームで練習するとよいでしょう。また、インタ
ビューを後でどのように活用できるかについても検討してください。複数の人
がインタビューをおこなうと、このツールの有用性がさらに高まります。
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インタビュー・ガイド
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見せてください
インタビュー先の環境にいる場合、先方に関わりのある事物

（物、空間、道具など）を見せてもらえるか尋ねましょう。写真を
撮り、後ほど記憶をたどれるようにメモを残してください。また
はインタビュー相手に、工程に沿って現場を見せてもらいながら
説明を受けましょう。

思いつくままにお話しください
インタビュー相手が工程や作業を実践する間、相手に何を考えているか、思いつくままに話してもらいましょう。
これは、彼らの動機、心配事、認識、理由づけなどを明らかにするのに役立ちます。

具体的にお話しください
人は話を典型的な例に一般化して、豊かで重要な詳細を省略しがちです。
だからこそ、特定の期間の出来事について話してくれるよう尋ねましょう。
例えば、「普段はどんな風に一日を過ごしていますか」と尋ねる代わりに、「昨日は何をしましたか」と質問してください。

描いてください
インタビュー相手に、活動や経験についてスケッチや図を描いて説明してもらいましょう。
これは、思い込みや勘違いを見つけ、相手が自分の活動をどのように認識し順序立てているのかを把握するのによい方法です。

インタビュー・ガイド
目的：優先順位を明確にする
会話において相手の視点を理解する
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インド農村部の主婦を対象とした家庭における水の使用についての調査
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目的：
人びとから知見を集める

モチベーションの
核心を捉える

 
}

クエスチョン・ラダー
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参考：
Project Innovation (2012) Question. In: Social Innovation Toolkit.

難易度および実行に必要な人数

一人で実行できる簡単なツール：
比較的短時間で完了できます。
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尋ねるべき質問を見つけるには、どうすればよいでしょうか。適切な
回答を得る秘訣は往々にして、尋ねる質問の内容についてじっくり考
えることにほかなりません。簡単に聞こえるかもしれませんが、何を尋
ねるかに焦点を置くことは、より深い理解にたどり着く上で欠かせな
いプロセスです。クエスチョン・ラダーは、主題に関連する多様な側
面に対して一連の質問を尋ねることで、ある主題について掘り下げて
いくのに役立つインタビュー手法です。

このツールは、さまざまな方向から質問を投げかけ、より複雑な答え
にたどり着くために質問を組み合わせられる素早く簡単な方法です。
このツールから、何を質問に含めるかについて系統立った見通しが立
てられます。Who ／ What ／ Where ／ When ／ Why ／ Howを
尋ねるさまざまな質問を、Is（である）、Did（した）、Can（できる）、
Will（つもり）、Would（だろう）、Might（かも）を表す単語とどのように
組み合わせられるかを示しています。これにより、目の前にある問題
の核心を捉える最善の方法を考え、より複雑な問題の核心へと徐々
に近づくことを可能にする一連の質問がさらに簡単に作成できます。

このワークシートは質問事項を作成する間、またはインタビューをおこなう前
に、可能性のある一連の質問リストとして活用でき、最終的にこの中から質
問を選ぶことができます。さまざまな方向から問題へのアプローチと検討をお
こなうのに、このシートを活用してください。

「クエスチョン・ラダー」を使う経験を重ねると、人びとと会話をする、または
インタビューをおこなう際、無意識のうちにこの手法を使えるようになります。
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誰か？

何か？

どこか？

いつか？

なぜか？

どうか？

誰が実行したのか？

何を実行したのか？

どこで実行したのか？

いつ実行したのか？

なぜ実行したのか？

どう実行したのか？

誰が可能なのか？

何が可能なのか？

どこで可能なのか？

いつ可能なのか？

なぜ可能なのか？

どう可能なのか？

誰が実行する予定なのか？

何を実行する予定なのか？

どこで実行する予定なのか？

いつ実行する予定なのか？

なぜ実行する予定なのか？

どうのように実行する予定なのか？

誰が実行する見込みがあるのか？

何を実行する見込みがあるのか？

どこで実行する見込みが
あるのか？

いつ実行する見込みがあるのか？

なぜ実行する見込みがあるのか？

どのように実行する見込みが
あるのか？

誰が実行する可能性があるのか？

何を実行する可能性があるのか？

どこで実行する可能性が
あるのか？

いつ実行する可能性があるのか？

なぜ実行する可能性があるのか？

どのように実行する可能性が
あるのか？
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クエスチョン・ラダー
目的：優先順位を明確にする
モチベーションの核心を捉える
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児童と一緒に安全な水の習慣や儀式に関する物語を作る
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目的：
人びとから知見を集める

自分のしていることが
仕事の対象である人にとって

有意義であるか確かめる
}

ストーリー・ワールド
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参考：
Julier J., Kimbell L. (2012) Storyworld. p24. In: The Social Design Methods Menu. 

難易度および実行に必要な人数

難易度の高いツール：
習熟に数日間かける必要があります。
戦略的なインプット／アウトプットが鍵を
握るため上司や同僚と相談する必要があり、
また、ひと通り終了した後で遡って
修正するのが理想的な進め方です。
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インタビューと観察を通して収集される質的なデータは、驚くほど充実
した内容になり得ます。分析と情報伝達のために、これを系統立った
方法で記録することは、非常に重要です。ストーリー・ワールドは、
調査からもっとも関連のある知見を浮かび上がらせる便利な方法で
す。細部に圧倒させられることなくこうした作業をおこなうのに役立ち、
記録の構成をどのようにすればよいかを示しているため、後におこな
う話し合いを情報のニーズに即したものにできます。

ある人に向けた解決策の構築を開始すれば、このツールによって、
その人物の世界の一部を自分のものにすることが可能になります。こ
れにより、人びとが自分に関連があると思うようになりやすいストー
リーを創作することが可能になります。ストーリーは大抵の場合、あ
る人物の日常生活の特徴や複雑さと一致するものとなります。こうし
たストーリーは、独創的なアイデアを発想する誘因になり得ます。

「クリエーティブ・ワークショップ」のインプットとして「ストーリー・ワールド」を
活用できます。事前にワークシートに記入して、主題に関係のある系統立っ
たプロフィールを作成できます。これは、新しいソリューションのためのアイ
デアについてのブレインストーミングの起点として有効です。
また、調査から選び出したデータを検証しながら、チームでワークシートのセ
クションに記入することで、ワークショップのアクティビティとして「ストーリー・
ワールド」を活用することもできます。これにより、チームがある人物とその
人の世界について共通の理解を得ることが可能になります。

状況によっては、インタビューをおこなう際にワークシートを持っていき、調
査ツールとして「ストーリー・ワールド」を活用することもできます。会話の一
環として、インタビュー相手のさまざまな側面と生活を詳細に明らかにするの
に役立ちます。これは特に、実践的な調査やクリエーティブに関する調査の
参加者に有効です。

14
ストーリー・ワールド

プロフィール
状況

インタビューの相手

印象的な発言

目立った物事
に関するメモ

つながりと関係

自己認識

対象と場所

願望

ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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プロフィール

対象の人物を表す写真やイラストを追加します。

14

状況

インタビューの相手

名前 

年齢 

性別 

家族

生活の状況 

仕事

趣味

印象的な発言

目立った物事に関するメモ

つながりと関係

対象の人物とつながりのある人は誰か。
どのようにつながっているか。

（人と組織を含む）

自己認識

対象の人物が自分について、および自分の周りの
世界について、何を考えている、または信じているか。

対象と場所

対象の人物とつながりのある、
実際の事物およびデジタルの事物は何か。
どのように、どこで、いつつながっているか。

願望

対象の人物は、変化への関わりについてどのように考えている
か。 その考えを形作っているものは何か。

ストーリー・ワールド
目的：優先順位を明確にする
自分のしていることが仕事の対象である人にとって有意義であるか確かめる
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ある政府当局者のグループに関する情報と、
そのグループがソーシャルマーケティング・
キャンペーンを実施するのに
適切なチャネルであるかを判断するための
情報収集を目的とした
インタビュー・ガイドラインを考案していました。

政府当局者がこの役割を担当するのに
どのくらい適しているかについて、
彼らとその関係者から正直なフィードバックを
得る必要がありました。

ツールを使用した理由：
調査のサポートとして、「インタ
ビュー・ガイド」と「クエスチョ
ン・ラダー」ツールを一緒に利
用しました。まず、可能性のあ
る質問をすべて書き出し、そ
れから質問の目的に応じて整
理し、最後に複雑さのレベル
ごとにまとめました。

ツールの使用方法：
質問を整理するガイドとして
ツールを使いました。もっとも
有益な点はおそらく、質問を
複雑さに応じて整理できる点
だと思います。カンボジアの文
化的背景を考えると、質問をし
てもすぐに答えを得られること
は大抵の場合ないでしょう。そ
の代わりに、同じ質問をいく
つかの違う方法で尋ねなくて
はなりません。どの質問が一
番複雑かを理解することで、
最初にできるだけシンプルな
質問をするべきだと気付くこと
ができました。

ツールを使用した結果：
初めからできるだけ直接的な
質問をすることができ、仮説な
ど抽象的な概念で話が複雑に
なることがありませんでした。

事例研究

使用したツール：インタビュー・ガイド、クエスチョン・ラダー

組織：IDE

国：カンボジア

分野：農村貧困削減

役割：イノベーションリード

担当者：YI WEI

メールアドレス：YWEI@IDE-CAMBODIA.ORG
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こうした農業動画のデータベースは、社内チームによって作成され
ており、データベースの管理は私たちの仕事のもっとも重要な部分
となっています。現在、社内で開発した動画管理技術を使用してい
ますが、使い勝手が悪く、多くの時間と手間がかかります。そこで、
現行のツールを使用しているスタッフが抱えている問題を把握したい
と考え、社内アンケートを作成することにしました。

Digital Greenでは、ベストプラクティスを選び、
農学者によって制作された動画という形式で
インド農村部の農家に共有するために
ICTを活用しています。

ツールを使用した理由：
「クエスチョン・ラダー」ツール
を使用したのは、ウォームアッ
プとして具体的な質問をしてか
ら、より複雑で、多くのことを
引き出せる自由回答式の質問
に移りたかったからです。この
アクティビティによって集まった
回答は、社内の動画管理の効
率性をどうすれば高められる
かをソフトウェアチームが理解
する助けとなるでしょう。

ツールの使用方法：
社内調査向けの質問を作成す
るために、ワークシートの枠組
みを使用しました。質問の目
的は、社内プログラムチーム
が、データ入力、動画のアッ
プロードとマッピングの工程を
評価できるようにすることで
す。明快なツールなので作業
がはかどり、さまざまなレベル
の複雑さを備えた質問を作成
でき、アンケート調査の内容が
広がりました。

ツールを使用した結果：
アンケート調査をより系統立っ
た方式で作成することができま
した。以下に、作成した質問
の例を挙げます。
•	Digital Greenにとって、動
画のコピーをすべて保管す
ることがなぜ重要なのか、ま
たはなぜ重要ではないの
か。
•	将来的に、自社ウェブサイト
上でのコレクション構築を希
望すると想定されるのは誰
か。
•	COCO上で、アップロードさ
れた動画のYouTube IDを
リンクし忘れる人がいると思
われるか。

「クエスチョン・ラダー」ツールを使い、動画管理とソフトウェアのチーム内でアンケート調査を実施

事例研究

使用したツール：セオリー・オブ・チェンジ、原因ダイアグラム

組織：マディヤ・プラデシュ州技術支援・サポートチーム（MPTAST）

国：インド

分野：公衆衛生、栄養、水と衛生（WASH）

役割：地区プロジェクトコーディネーター

担当者：RAVI KOMMURI

メールアドレス：RKOMMURI@MPTAST.ORG
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学校に通っていない若者を対象としたエンプロイアビリティ・プログラムに関わるさまざまな関係者の
モチベーションとパフォーマンスの障壁をマッピング
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目的：
一緒に働いている

人たちについて知る
  ステークホルダー間の関係を

明確に把握する
}

ピープル＆コネクション・マップ
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参考：
Namahn and Yellow Window Service Design, Design Flanders (2012) Stakeholder Mapping. In: Service design toolkit. 

難易度および実行に必要な人数

難易度の高いツール：
数日間かけて実施する必要があります。
戦略的なインプット／アウトプットが鍵を
握るため、上司や同僚と相談する必要があり、
また、ひと通り終了した後に見直すのが
理想的な進め方です。
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ピープル＆コネクション・マップは、仕事で関係を築きたい人とその方
法を素早く簡単に視覚化できる方法です。このツールは、仕事に関
連する多様な人と組織すべての俯瞰図を与えてくれます。多様な人び
とと組織が、あなたの仕事と、また彼ら／彼女らが相互にどう関係し
ているか、より明確なイメージを描くのに効果的です。これには、直
接一緒に働く人や組織、資金を受け取る（あるいは募る）さまざまな団体、
あなた自身の同僚、地元の地域社会、国際的な支援ネットワークなど
が含まれます。

「ピープル＆コネクション・マップ」は、あなたの仕事や、あなたを取り
囲むステークホルダーの中でそれがどのように関わり合っているかに
ついて共有するのに優れたリソースとして活用できます。このツール
は、Helsinki Design Labが開発した「ステークホルダー・スパイダー
グラム」に基づいており、さらにNamahn and Yellow Windowによ
る「ステークホルダー・マッピング」ツールから着想を得て改良したもの
です。

受益者・利用者・顧客など、自分がおこなう仕事から恩恵を受けるターゲット
層をワークシートの中央に書き出すことから始めます。次に、中央から外側
の層に向かって作業を進め、自分の仕事に関係のある他の人や組織を配置し
ていきます。これには、自分と共に、仕事の実施や遂行に責任を有する人や
組織が考えられます。
自分の仕事に関係する人と組織を同心円状に整理することで、ターゲット層
により近い、またはより遠いのはどの人／組織かを示すことができます。中
心に近いほど影響力が大きく、外側に向かって影響力が小さくなっていくこと
を意味します。

さらに、特定のネットワーク・セクター・関心領域を表すセクションごとにまと
めることで、マップ上に人／組織を整理するのを助けます。例えば、保健・
安全・環境・教育に関わるすべての人と組織を含むセクションなどが考えられ
ます。自分の状況に関係のあるセクションを選びましょう。
ワークシートの記入が終わったら、マップ上の人と組織を1つずつチームと一
緒に見ていき、必要に応じて、チームが最適だと思う円やセクションに移動
させます。このレビューは、どの関係やつながりが重要であるかや、もっと
注意が必要であるかについて話し合うきっかけを与えます。マップ上のこれら
のセクションにマークを付けると、自分の仕事の注力すべき領域が明確にな
り、意思の疎通を図ることができます。

15
ピープル＆コネクション・マップ

最初に
記入

ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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各セクションは
所属・自己実現・健康・
安全・環境などの
トピックに使います。

ターゲット層

他のステークホルダー

地域社会

国内

国際

ピープル＆コネクション・マップ
目的：優先順位を明確にする
ステークホルダー間の関係を明確に把握する
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都市のスラムに住む特定の利用者集団に特有な手洗いに関するニーズと行動を理解する
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目的：
一緒に働いている

人たちについて知る
 関係を築きたい人を

さらに明確にする
}

ターゲット・グループ
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参考：
Nesta (2009) Worksheet 3a: Your Customers. In: Creative Enterprise Toolkit. 

難易度および実行に必要な人数

難易度の高いツール：
数日間かけて実施する必要があります。
戦略的なインプット／アウトプットが鍵を
握るため、上司や同僚と相談する必要があり、
また、ひと通り終了した後に見直すのが
理想的な進め方です。
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あなたの仕事が対象としているグループについて、またそのグループ
が抱えるニーズについて、より確かな知見を得るにはどうすればよい
か。これは、あらゆるプロジェクトや組織にとって根本的な疑問です。
このツールは、素早く簡単に概要をつかみ、自分の仕事が影響を与
えるさまざまなグループ、および仕事を遂行するのに必要なリソースの
理解を深められる手段です。

ターゲット・グループは、ニーズに応えたい対象は誰か、およびその
理由について最初に考えをまとめたいときに利用するともっとも効果
を発揮するツールでしょう。また、他の人たちとこの情報を共有する
際にも、効果的で優れた手段となります。

自分の仕事の対象である人や組織のニーズについて考えてワークシートに記
入します。自分の仕事に関心をもっている、あるいは仕事から利益を得られ
る可能性のあるグループについて書き出し、メモを追加していきます。また、
利益を受ける、あるいは自分の仕事につながる関心やニーズをもっている可
能性のある人や組織についても考えてみましょう。こうした人や組織は、自分
の顧客とは異なるかもしれません。
個別のグループごとに別のワークシートを記入するとよいでしょう。このワー
クシートを使って、利益を受ける可能性のあるグループのイメージを構築でき
ます。一番下の欄を使って、さらに詳細を埋めていく作業もおこないましょう。
この作業により、関わりのある人たちの確固としたイメージをつかむことがで
きます。

利益を受ける人のグループそれぞれに、名前や簡潔なキーワードを加えると
よいでしょう。名前をまだ付けていなければ、組織内で通用しやすい、グルー
プを表す名前を考えてください。グループを名付けることで、チームや他の
ステークホルダーとの話し合いがしやすくなります。例えば友人や同僚と気
楽に試すことも、または、パートナーや投資家との会議の一環としておこなう
ことも可能です。できれば、仕事で接触する顧客や利益を受ける他の人たち
と話をすることができると、自分の思い込みが正しいかを確認できるでしょう。
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ターゲット・グループ

このグループを何と呼ぶか？

グループのイラスト
（またはグループの写真を貼付）

このグループのニーズは何か？

あなたはこのグループに何を提供しているか？

グループの
人数は？

どのくらいの
頻度で交流
するのか？

仕事の結果、
得られる
利益は何か？

どのように
関係を深めて
いけるか？

グループの
うち何人の
ニーズに
応えられるか？

ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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このグループを何と呼ぶか？

グループのイラスト
（またはグループの写真を貼付）

このグループのニーズは何か？

あなたはこのグループに何を提供しているか？

グループの人数は？ どのくらいの
頻度で交流するのか？

仕事の結果、
得られる利益は何か？

どのように
関係を深めていけるか？

グループのうち何人の
ニーズに応えられるか？

ターゲット・グループ
目的：優先順位を明確にする
関係を築きたい人をさらに明確にする
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「ペルソナ」を作成することで、人を動かすもの、動機となるものを理解する
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目的：
一緒に働いている

人たちについて知る
  主な特徴を
視覚化する

}

ペルソナ
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参考：
Business Design Toolkit (2010) Personas. 

難易度および実行に必要な人数

話し合いが必要：
チームメンバー間での話し合いが必要です。
ミーティングをおこなって共同でシートに
書き込むための時間を取ってください。
終日のミーティングが理想的です。
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ペルソナは、意図するターゲット層の特定のグループと意思の疎通を
図る上で共通のよりどころとして活用できる、架空でありながら実態を
踏まえた人物像です。ペルソナは、行動・動機・嗜好が似通った人び
との特徴を、特定のグループとして認識される1つの「典型」にまとめ
て描き出すことで作成できます。それらの特徴を備えた架空のキャラク
ターを創作すると、ある人をその人たらしめている詳細を見失うこと
がありません。この方法により、自分の仕事を、グループを表すとさ
れる抽象的な概念ではなく、確実に人物に焦点を当てたものにできま
す。

正確なペルソナを作成するには、何を含め、何を排除するのかを知る
ことが重要です。ペルソナは大抵、膨大な詳細を含む幅広い情報に
基づいて作り上げられます。ペルソナの基礎を形作る共通の特徴を見
出し、実態に即するよう個人的な詳細のどの部分を含めるべきかを把
握するのが、ペルソナ作成の秘訣です。アイデアをブレインストーミン
グして、ペルソナの視点から潜在的な解決策をテストできるので、正し
く実行すると大きな成果が得られます。意図するターゲット層の下位集
団それぞれの主な特徴に焦点を絞れるよう、複数のペルソナを作成す
ると便利でしょう。

ペルソナは、組織が影響を及ぼしたいさまざまなターゲットの下位集団を表
すものです。それぞれのペルソナがもつ嗜好・習慣・動機を認識することで、
特定の下位集団に対して提供する製品やサービスをカスタマイズできます。
ワークシートを使い、自分の組織が対象とする人びとを代表するであろう、
典型的な人物像をまとめます。名前や写真、興味・スキル・動機に関する説明
を加えて、できるだけ典型的な人物像に近いペルソナを作り上げましょう。
あなたの状況において重要な、またはこのペルソナに関連する他の詳細を自
由に加えてください。
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ペルソナ

ペルソナの名前：

人物像の概説 ペルソナがあなたと関わりをもつべき
3つの理由

1. 1.

2. 2.

3. 3.

ペルソナがあなたと関わりをもつべき
ではない3つの理由

ターゲット層の
セグメント：

ペルソナの興味 ペルソナの性格 ペルソナがもつスキル ペルソナの夢 ペルソナの社会環境

写真または
イラストを追加

ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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ペルソナの社会環境ペルソナの夢ペルソナの興味
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ペルソナの名前：

ペルソナがあなたと関わりをもつべき3つの理由

1. 1.

2. 2.

3. 3.

ペルソナがあなたと関わりをもつべきではない3つの理由

ターゲット層のセグメント：

人物像の概説

ペルソナの性格 ペルソナがもつスキル

写真またはイラストを追加

ペルソナ
目的：優先順位を明確にする
主な特徴を視覚化する
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若者のためのエンプロイアビリティ・プラットフォーム「More than a Job」の提供を企画
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目的：
一緒に働いている

人たちについて知る
  自分の提供するものが相手に

とってどう新しいか定義する
}

プロミス＆ポテンシャル・マップ
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参考：
IDEO (2011) Deliver: Plan a pipeline of solutions, p135. In: IDEO, Human Centered Design Toolkit. Edition - 2. London: IDEO. 

難易度および実行に必要な人数

話し合いが必要：
チームメンバー間での話し合いが必要です。
ミーティングをおこなって共同でシートに
書き込むための時間を取ってください。
終日のミーティングが理想的です。
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プロミス＆ポテンシャル・マップは、あなたがおこなっていることと、
その活動の対象となる人との関係性をマッピングして、自分の仕事が
提供する価値を定義するシンプルな方法です。このツールは、すでに
一緒に働いている人たち、あるいはこれから協働しようとしている人
たちのどちらを対象とするのかに関わらず、考案中のアイデアやソ
リューションを配置して構想を練るためのマップです。さらに、それぞ
れのアイデアを、まったく新しいものなのか、すでに実行している活動
を発展させたものなのかに分類していきます。このようにして、あなた
の仕事のプロミスと並んで、考案した潜在的な新しいソリューションす
べてが配置されることで、影響を受ける可能性のある人たちにその両
方がどう関係するかを理解できます。

このように物事を図示すると、可能性のあるソリューションの実行に
どのくらい労力が必要か、また、そのソリューションがどのくらい利益
をもたらすのかを理解するのに役立ちます。「Users & Offerings」
（IDEO 2011）から発想されたこのワークシートでは、どのアイデアとそ
れが提供するものが、まったく新しいのか、それとも既存のものに基
づいているのかを図示できます。

18
プロミス＆ポテンシャル・マップ

最初に、あなたやあなたの組織が提供するものを、2つの軸で位置付けます。
新しく提供するのか／すでにあるものなのか、新たな利用者のためか／既存
の利用者向けなのか、をそれぞれ判断しましょう。次に、この2つの軸が重
なるマップ上の場所を探し出し、そこにそのアイデアを配置します。
提供するものがどこに位置するかによって、革新的なアイデアなのか、既存
のものを発展させたものなのかを感覚的につかむことができます。これにより、
まったく新しいことに挑戦して高いリスクを取るのか、あるいはすでにある事
物を利用してリスクを抑えられるのかの判断が可能になります。

あなたが提供するものに、複数の副次的な要素が含まれる場合、それぞれを
マップ上の異なる場所に配置できます。ツールを使用すると、アイデアの広
がりが分かります。
このツールは、アイデアをブレインストーミングする方法としても活用でき、
アイデアに優先順位を付け、あなたの組織の製品開発計画に役立てることが
できます。

発展 革新

拡張 発展

すでに提供
しているもの

新しく提供
するもの

新規の利用者

既存の利用者

ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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発展 革新

拡張 発展

すでに提供しているもの 新しく提供するもの

新規の利用者

既存の利用者

プロミス＆ポテンシャル・マップ
目的：優先順位を明確にする
自分の提供するものが相手にとってどう新しいか定義する
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ウズベキスタン公教育省下の児童スポーツ振興基金部は、スポーツ
複合施設への大規模な投資プログラムにかかわらず、こうした施設
の使用が特にタシケント郊外で想定より下回っていることを懸念して
いました。

児童スポーツ振興基金は、農村部の女子生徒のスポーツ参加につ
いて特に懸念しています。彼女らは、スポーツに関して親の理解や
勧めがなく、時には許可してもらえないせいで、スポーツによる恩
恵を受けられない状況が生まれています。

もっと多くの人に施設を利用して
もらうには、スポーツ施設を無料
で利用できるようにするインフラ
整備やプログラムへの大々的な
投資以外に、どのような方法が
考えられるでしょうか。 ワークショップ参加者が記入した「ターゲット・グループ」と「ペルソナ」ワークシート

事例研究

使用したツール：ターゲット・グループ、ペルソナ 

組織：国連開発計画（UNDP）ウズベキスタン事務所 

国：ウズベキスタン

分野：コミュニティアウトリーチ／教育

役割：コミュニティアウトリーチ・スペシャリスト

プロジェクト：国連開発計画（UNDP）／国連（UN）ボランティア共同プロジェクト

「ウズベキスタンにおける社会的イノベーションとボランティア活動」

担当者：ANDREAS KARPATI

メールアドレス：ANDREAS.KARPATI@UNDP.ORG
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ツールを使用した理由：
地元の提携大学の学生から成る若い市
民たちと共に、「社会的包摂のための
スポーツ」を主題とする社会的イノベー
ションに関するワークショップを企画しま
した。このワークショップで提案された
有望なプロジェクトには、最高1,500ド
ルの助成金が検討されることになってい
ました。プロジェクトの提案を作成する
中で、利用者について考えるための
「ターゲット・グループ」や「ペルソナ」、
潜在的な問題と解決策について考える
ための「課題の定義」や「原因ダイアグ
ラム」など、複数のツールを利用しまし
た。

ツールは以下の3つの主な基準に沿っ
て選ばれました。
1.	商業的要素のない小規模のボラン
ティアプロジェクトに適していること
2.	社会的イノベーションのプロセスで早
期かつ試験段階前に適用できること
（コンセプト考案、課題の定義、スポーツ施

設利用者に重点を置く）

3.	教室／ワークショップなどの場所で1
時間以内に実施できること

ツールの使用方法：
「ターゲット・グループ」と「ペルソナ」ツー
ルは学生が将来の利用者の詳しい特徴
を考えるのに役に立ちました。例えば、
「伝統的な家族の長」などという表現が
使われがちでしたが、ツールを使うと、
一般化された漠然とした人物像を具体
的に特徴づけることができるようになり
ました。どんな所によくいるのか、普段
の生活では何をしているのか、具体的
にどのような価値観をもっているのか、
どんなメディアを利用しているのか、現
代的なテクノロジーとどのように関わっ
ているのかなどについてです。このツー
ルを使って自分を他者の立場になって
考えることで、ターゲットとなる利用者
の特徴を明確にすることができました。

ツールを使用した結果：
人びとの性格とニーズ、そして人びとの
生活の全体像を考えないことには、ど
んな問題も解決できないということに気
がつきました。

ツールを使いこなすためのコツ：
•	「ペルソナ」ツールでは、1つの性格
のタイプにとらわれ過ぎない方がよい
でしょう。代わりに、複数のペルソナ
を作成しましょう。問題は、さまざまな
社会集団を対象とする場合があるか
らです。
•	ワークショップで「ターゲット・グルー
プ」ツールを使用する前に、いくらか
データを収集して準備することをお勧
めします。

人びとの性格とニーズ、
そして人びとの生活の
全体像を
考えないことには、
どんな問題も
解決できないという
ことに気がつきました。

事例研究
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国連女性機関（UNWomen）とのある共同プロジェクト
の中に、政界のロールモデルとなる女性たちとの
Twitter上での討論が含まれていました。私たちにとっ
ての難題は、我々のターゲットとなる人びとをよく理解し
て、この施策を通じて誰にリーチしようとしているのかを
明確にすることでした。そこで「ペルソナ」ツールを利
用することにしました。

私はチームと一緒に、
意思決定者と若者の
橋渡しをする
プロジェクトに
従事しています。

ツールの使用方法：
私たちは6人の参加者と2時間半のワークショップをお
こない、このツールを使ました。モデレーションはほと
んど入れずに、参加者はそれぞれ個々にペルソナを作
り上げました。このアクティビティを通じて、デジタル上
のターゲット層以外の人びとと関わることが必要だとす
ぐに確信しました。これは、ジェンダー問題に取り組ん
でいる幅広いアクティビストや学生たちで、私たちが普
段交流していない人びとを指します。小さな自治体ほど、
Twitterに馴染みのある人は非常に少ないため、
Facebookなど他の手段を通じて利用者との関わりをも
つ必要性や、さらには、人びとがオフラインで集まり、
自分たちの意見をバーチャル空間での討論に提起する
のにサポートが得られる「Twitterランチカフェ」のよう
な場所を設ける必要があることが明らかになりました。

ツールを使用した結果：
このイニシアチブの中心的なターゲット層を絞り込み、
彼ら／彼女らがオンラインでの討論に参加する上での
障害を理解するのにこのツールは極めて有効でした。
アウトリーチ活動にオフラインとオンラインのイベントを
組み合わせる必要があること、そして、こうした活動の
一部を大学で開始して学生自治会を通じて広げていく
方法について、明確な理解を得られました。

事例研究

使用したツール：ペルソナ 

組織：国連開発計画（UNDP）コソボ事務所 

国：コソボ

分野：ローカルガバナンス

役割：「革新的な地域振興に向けたソーシャルメディア」プロジェクトマネージャー

担当者：LEJLA SADIKU

メールアドレス：LEJLA.SADIKU@UNDP.ORG

詳細情報：HTTP://WWW.UNDP.ORG/CONTENT/KOSOVO/EN/HOME/OPERATIONS/

PROJECTS/DEMOCRATIC_GOVERNANCE/SMILE.HTML
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目的：
新しいアイデアを生み出す

  問題を経験したり
解決しようとする

人びとと協力する
}

クリエーティブ・ワークショップ
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参考：
Lovlie L.,Reason B.,Polaine A. (2013) Service Design: From Insight to Implementation. p60. Rosenfeld Media.

難易度および実行に必要な人数

話し合いが必要：
チームメンバー間での話し合いが必要です。
ミーティングをおこなって共同でシートに
書き込むための時間を取ってください。
終日のミーティングが理想的です。
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20分：
全員もしくは少人数グループで重点を置く領域を決める

30分：
さらに発展させる

15分：
進捗状況の中間発表

15分：
グループ替え、
中間発表

5分：
計画を紹介する

30分：
アクティビティに取り組む

クリエーティブ・ワークショップは、自分の仕事に関わる、または仕事
の影響を受けるさまざまな人びとと集まって、一緒にアクティビティをお
こなう機会です。参加するのは、あなたがリーチしたいと思っている
人たち、協力しているパートナー、類似する分野の専門家、およびこ
うした（あるいは他の）話し合いをすることで互いにメリットを享受できる
であろう人びとが想定されます。多様な経験を集めて共有するのにも、
可能性のある解決策を共同で作り出すのにも有効な方法です。

「クリエーティブ・ワークショップ」は、特定の問題についての人びとの
認識に、価値ある知見をもたらします。また、こうしたナレッジを集め
てすぐに共有できる場としても機能します。しかし、多様な背景をもつ
さまざまな人たちが関わるセッションを企画するには、入念な計画が
必要となります。このツールは、セッションを効果的に計画し、グルー
プの力を最大限に引き出すためのチェックリストになります。

「クリエーティブ・ワークショップ」はさまざまな目的に活用できます。
• 幅広いアイデアを生み出し、検討する
• 最善のアイデアを選び出し、それを発展させる
•どの段階で、どのようにアイデアを実現できるかについて、明確なビジョンを
もつステップに分かれた明確なアクティビティ進行表と、各アクティビティを実
施する時間設定が、ワークショップ成功の鍵を握ります。ワークショップは入
念に計画しましょう。
ワークショップを計画するときに考慮すべき点を挙げます。
•ワークショップの長さ、および開催場所
•ワークショップの参加者：どのような知識とスキルの組み合わせが適当か

• 一日の予定
• 少人数のグループに分ける／分けない、アイデアの共有方法
• 使用する資料とツール
• 成果の記録方法
以下のワークシートは、クリエーティブ・ワークショップの実施の仕方の一例で
す。ワークショップごとに、ニーズ／制約に応じて自由に変更（追加／一部を抽
出／並び替え）をおこなってください。
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ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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20分
セッションで重点を置く対象を明確にする。

（例：少人数グループでペルソナを作成する）

19

30分
活用したツールにより特定された機会について、さらに発展させる。

（例：プロミス＆ポテンシャル・マップ、ビジネスモデル・キャンバス、セオリー・オブ・チェンジ）

15分
全員が見られるようにアイデアを壁に掲示する。

15分
作成したカスタマージャーニーを他のチームに説明する。
グループが、このアイデアが価値を生み出す、または
価値を追加すると考える機会を説明する。

5分
ワークショップの計画を紹介する。

30分
ターゲットとなる利用者が、あなたが提供するものをどのように活用するかを定義する。

（例：各ペルソナのカスタマージャーニーを作成する）

クリエーティブ・ワークショップ
目的：優先順位を明確にする
問題を経験したり解決しようとする人びとと協力する
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ワークショップではみんなで協力して解決策を考える
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目的：
新しいアイデアを生み出す

発想を変える

}

高速アイデア・ジェネレーター
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参考：
Nesta (2013) Fast Idea Generator 

難易度および実行に必要な人数

一人で実行できる簡単なツール：
比較的短時間で完了できます。
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高速アイデア・ジェネレーターは、問題や機会を幅広い観点から見る
ことで、アイデアの創出を可能にするツールです。このツールは、潜
在的なソリューションの新しいアイデアを思いつくのを助け、また、現
在あなたが提供しているものに関しても、異なるアプローチからの見
直しを促すことによって、改善することができます。このツールは9つ
のアプローチで構成されていますが、目下の取り組みを前進させるの
に最適なものを選ぶことで、議論が活発になります。

「高速アイデア・ジェネレーター」は、さまざまなシナリオと関連させな
がらアイデア・課題・チャンスの発想をサポートします。コンセプトを異
なる角度から見られるよう発想の幅を広げ、話し合いを刺激すること
で、コンセプトの改善を可能にします。効果的に活用するには、起点
とするもの（問題、機会、コンセプトのアイデア、既存の提案）を明確に準備
しておく必要があります。

ステップ 1では、既存のコンセプト、問題、機会を起点にして、次にワークシー
トで提案されている9つのチャレンジを当てはめます。「通常のルール」を曲
げたり、破ったり、拡張するという代案の発想に役立つシンプルなステップで、
意外なアイデアを短時間で多数生み出せます。

ステップ 2では次に、アイデアを見直して最善の案を選び出し、実現可能なイ
ノベーションになるよう、さらに肉付けしていきます。
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高速アイデア・ジェネレーター

アプローチ 通常のルール 規則を曲げる／破る／拡張する

逆転 いつものやり方を
逆転させる

統合 2つ以上のものを
統合する

拡張 今あるものを
拡張する

細分化 今あるものを
細かく分けてみる

追加 新たな要素を加える

削除 何かを削ってみる

変換 関連する他の分野の
やり方に変換する

移植 他の分野のやり方から
ある要素を取り入れる

誇張 極端な表現に
誇張してみる

ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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アプローチ 通常のルール 規則を曲げる／破る／拡張する

逆転
いつものやり方を逆転させる 医師が患者を治療する もし患者が医師になったとしたら？

統合
2つ以上のものを統合する 利用者は、さまざまな場所で各種のサービスを受けている 地域のさまざまなサービスを1か所ですべて利用できるなら？

拡張
今あるものを拡張する 学校は日中、児童と青少年に学習機会を提供する もし学校が、スポーツとレクリエーションと、

放課後にはコミュニティ・ラーニングを提供したら？

細分化
今あるものを細かく分けてみる 「すべての人に同じサービス」というアプローチがある サービスが個別化され、今とは異なる区分で分けられていたら？

追加
新たな要素を加える スーパーマーケットは食料品を配達する もしスーパーマーケットが食料品に加えて、

高齢者向けにそれぞれの自宅で温かい食事を提供したら？

削除
何かを削ってみる 刑務所は効果的な刑事司法制度にとって必要不可欠である もし刑務所を3か所閉鎖しなければならないとしたら？

変換
関連する他の分野の
やり方に変換する

病院と空港は異なる種類の事業だ もし空港の経営管理手法を病院に応用するとしたら？

移植
他の分野のやり方から
ある要素を取り入れる

教育とコーチングは異なる種類の実践だ もしコーチングを高等学校教育の一部に導入するとしたら？

誇張
極端な表現に誇張してみる 学校は児童と青少年の学習を支援しているが、

所定の時間と場所の範囲内に限られている
もし生徒がいつでも／どこにいても、望めば学習できるとしたら？

高速アイデア・ジェネレーター
目的：優先順位を明確にする
発想を変える
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恵まれない青少年のための「稼いで学ぶ」プログラムのアイデアとその広範な影響について話し合う
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目的：
新しいアイデアを生み出す

  チームとの
建設的な話し合いを

組み立てる
}

シンキング・ハット
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参考：
de Bono, E. (1985) Six Thinking Hats. USA: Little, Brown and Company. 

難易度および実行に必要な人数

話し合いが必要：
チームメンバー間での話し合いが必要です。
ミーティングをおこなって共同でシートに
書き込むための時間を取ってください。
終日のミーティングが理想的です。
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シンキング・ハットは、目下の問題に焦点を置いたまま、幅広い異な
る視点と観点を討論に取り入れるためのツールです。主題をさまざま
な観点から眺めることを促すために使えるテクニックで、複雑に思え
る問題であっても、話し合いで焦点を置くべきことを絞っていきます。
チームは、思考を6つの明確な機能と役割に分け、問題をあらゆる
角度から検討する方法を学べます。話し合いをこうした異なる視点か
ら構成することで、主題を巡る終わりのないだらだらとした会話が続
くのを避け、その代わりに、有意義で焦点を絞った話し合いをおこな
うことができます。このテクニックは、書籍『Six Thinking Hats』（De 
Bono E. 1985）により広まりました。

それぞれの帽子に、具体的な視点を表すテーマが割り当てられてい
ます。グループで討論する際は、チームメンバー全員がさまざまな帽
子を使い、1度に1つの視点に集中して主題について考えます。これ
には、チームメンバー全員を話し合いに参加させる効果もあります。
幅広い視点で眺めると、特に難しい問題に取り組む際に新たな方法
を見つけることができ、例えば、あまりにも身近な問題が再び「目新
しい」問題になることで、チームが共通の理解を得るのにも役立ちま
す。

「シンキング・ハット」の活用法には2 通りあります。 
1. 全員が同じ帽子を同時に「かぶります」。1つの帽子を選び、全員に対し、
その帽子の視点から話し合いに参加するよう促します。1つの問題を話し合う
のに、6つの帽子をすべて使います。
2. 全員が別々の帽子を「かぶり」、主題について複数の視点から話し合います。
すべての帽子が十分に、話し合いに参加する必要があります。問題を違う角
度から眺めるために、帽子を話し合いの途中で交換することもできます。
どちらのアプローチも、重要な討論にチーム全員を関与させるのに有効です。
帽子を利用すると、議論をそれぞれの視点ごとに分けることができ、また、1
つずつ順におこなえるようになります。 

どの帽子を最初に／最後にかぶるのかなど、決まった順番はありませんが、
初めておこなう場合はまず数回ワークシートに示されている順番（「事実」視点
から「経営」視点へ）に従うと、スムーズに進行できるでしょう。
慣れないうちは6つの帽子を使った話し合いが不自然に感じられるかもしれま
せん。しかし、何回か経験すると利点をはっきりと感じられるようになります。
状況に対して「帽子」が適切でなければ、ワークシートの帽子に割り当てられ
たテーマをシャツ、バッジ、カードなどにつけて使いましょう。
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論理事実

慎重

感情

型破り 経営

ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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論理事実 慎重感情 型破り 経営

シンキング・ハット
目的：優先順位を明確にする
チームとの建設的な話し合いを組み立てる
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公衆衛生サービスを中心としたソーシャルビジネスが具現化する価値を理解し、優先順位をつける
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目的：
新しいアイデアを生み出す

 共通の価値観に沿って
仕事を

アラインさせる
}

バリュー・マッピング
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参考：
Nesta (2009) Worksheet 2a: Your Values. In: Creative Enterprise Toolkit. 

難易度および実行に必要な人数

一人で実行できる簡単なツール：
比較的短時間で完了できます。
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何が、自分を今の仕事に従事させているのか。バリュー・マッピング
によって、自分個人の仕事やより大きな組織に具現化された価値観に
ついて説明できるようになることで、この問いへの答えが得られます。
こうした価値観はおそらく、あなた自身の仕事を形成する上で、他の
何よりも大きな影響を与えるものでしょう。当然だと感じていることや
明白に思えるものから、実際にはっきりと表現したり書き出したりした
ことがなかったものまで、さまざまな価値観があり得ます。しかしながら、
こうした価値観を定義づけることは、自分の仕事を同僚やパートナー
に説明するときに非常に役に立ちます。

価値観を明確にすると、他の人に共有でき、共通の拠り所になること
で、意思決定を簡素化してスピードを速め、さらに、仕事に一貫性を
もたらします。一見したところ簡単な作業に思えますが、正しく実行す
ると大いに役立ちます。最初にチームメンバー全員がそれぞれ個人の
価値観マップを作成し、その後お互いの価値観をすり合わせると、プ
ロジェクト進行中、全員が同じ目標の下に活動することができて特に
効果を発揮します。

まず、自分もしくは組織にとってもっとも重要であると感じることを紙や複数の
カードなどに各自が書き出す作業から始めます。個人的な価値観は、あなた
を生き生きとさせるものや、組織の中での仕事であなたが情熱をもって取り
組んでいるようなものです。ある人にとっては他の誰かを助けることかもしれ
ませんし、他の人にとっては独創性や革新性、あるいは、誠実さ、環境保護
に対する意識、またはリーダーシップかもしれません。気付いていても自分
にとってあまり重要ではないものも含め、できるだけ多くの価値を書き出しま
しょう。

さまざまな価値（10 個以上程度）を書き出したら、ワークシートの該当する欄に
配置していきます。初めから正しくできなくても構いません。適切な場所に置
くことができるまで、配置する欄をどんどん変えてください。アクティビティに
集中できるよう、「常に重要」の欄に配置するのは最大 5 個とします。
他のチームメンバーにも同じようにしてもらいます。全員がワークシートでの
定義づけを終えたら、チームで共有して合意を図ります。完成したワークシー
トを、自分のことをよく分かってくれている誰かに見せてフィードバックをして
もらうと、何が自分にとって重要なのかが明確になります。作業をメンバーと
一緒におこなうことで、組織全体にとって何が重要な価値観なのかを見極め
られます。
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バリュー・マッピング
目的：優先順位を明確にする
共通の価値観に沿って仕事をアラインさせる



Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

2014年の活動の新たな資金を確保するために、
オーストラリア - インドネシア減災機構（AIFDR）
の助成金申請書を書いていました。申請に向けて、
2014年の計画について
パートナーおよびステークホルダーに
意見を求めるための大規模な
ワークショップについて提案しようと
内部戦略会議を開きました。

事例研究

使用したツール：SWOT分析、ペルソナ、シンキング・ハット

組織：HUMANITARIAN OPENSTREETMAP TEAM

国：インドネシア

分野：オープンデータ

担当者：KATE CHAPMAN

メールアドレス：KATE.CHAPMAN@HOTOSM.ORG

詳細情報：HTTP://EN.OPENSTREETMAP.OR.ID/
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ツールを使用した理由：
私たちの目的は、現在共に活動している人びとと集団
に対して、今まで以上に有益な活動をおこなうにはどう
すればよいか、さらに私たちが想定していない新たな
対象がいるかどうか、という主題についてブレインストー
ミングすることでした。こうした状況では、1つの考え
から抜け出せず、異なる集団に接触する新しい手段を
思いつかない状態に陥りがちです。そこで、「ペルソナ」
と「シンキング・ハット」ツールは、これを回避するのに
適した手段に違いないと考えました。

私個人としては組織の強みと弱みについて自分なりの
考えがあったものの、それが必ずしもチームの考えと同
じではないと感じていたため、「SWOT分析」も使用し
ました。物事がどのような状態にあるかについて、自
分たちのプログラムの任務を遂行している人から直接、
確実に理解できることが重要です。

ツールの使用方法：
5時間のワークショップで、小グループに分かれてそれ
ぞれのツールを使ってアクティビティをおこない、その
後で再び集合して考えをまとめ、助成金申請の内容に
新たな観点を取り入れました。グループワークは全体的
に活発で、この方法はチームの一体感を高めるのに大
きな効果がありました。普段私たちがおこなっているブ
レインストーミングよりも楽しかったです。

「SWOT分析」はチームにうまく機能しました。その後、
「ペルソナ」ワークシートを使用しました。これも非常に
役立ちました。プログラムをもっと広い層に届けるには
どのような変化を起こす必要があるのかを突き止めた
かったので、現在の「顧客」ではないペルソナをいくつ
か試し、素晴らしいアイデアを生み出すことができまし
た。

しかし「シンキング・ハット」アクティビティはやや難航し
ました。その原因のいくらかは、私の説明にあったかも
しれません。もしもう一度試す機会があれば、それぞれ
の帽子に割り当てられた視点の名称をまずインドネシア
語に翻訳したいと思います。チームは全員英語を話しま
すが、コンセプトが少々抽象的だったようです。

ツールを使用した結果：
アクティビティの成果は、共同で作成された助成金申請
の内容に組み込まれました。深く掘り下げて検討するこ
とで、スタッフや役員と共に計画文書の内容を充実さ
せるための組織におけるプロセスについてより良く理
解でき、もっと計画的にイノベーションを起こすことがで
きます。

ツールを使いこなすためのコツ：
個人によって異なる英語の理解度に応じて、各国の文
化に合わせてツールをアレンジしましょう。

事例研究
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私は、マディヤ・プラデシュ州政府に技術支援とサポー
トを提供する専門家チームの責任者で、保健・栄養・
WASH（水と衛生）の領域を対象としています。我々の
組織には、サービス提供の効果と効率性の管理を阻害
する、いくつかの重大な問題があると感じており、それ
が原因で社会発展の実際の目標達成が後退しがちで
す。問題は、大まかに個人的なものと組織的なものの
2つに区分され、ガバナンス・人材・組織的開発につい
ての考え方に関係します。

ツールを使用した理由と使用方法：
全体的なシステム運営の方法に必要な変化をもたらし
得る、個人と組織レベルでのコアバリューを特定するた
め、バリュー・マッピングを使用しました。基本的な保健・
栄養・衛生などのサービスを、対象となる人たちに提供
するためにリソースを効率的に活用できるよう、システ
ム内で変化のマネジメントを試すことが狙いでした。

チームで、人材開発と組織的な開発の側面をテーマに
した年間の業務計画を立てました。これらの価値観を4
つの欄に分類することは実際にやってみると難しく、現
実的には、個人と組織のレベルで重なり合っています。
価値観は、政策立案者レベルの職に就いている人の性
格、および変化を進める役割を担う個別の担当者のプ
ロフェッショナリズムに応じて異なります。

ツールを使用した結果：
エクササイズの後、結果は私たちが緊密に協力してい
る政府と共有され、政府からの支援が開始される見込
みです。

チームが共同で記入した「バリュー・マッピング」ツールの写真

私たちが直面する問題の1つは、
変化に対する
抵抗感、および組織が
いかに「現状」に
慣れてしまっているか、
ということです。

事例研究

使用したツール：バリュー・マッピング 

組織：FHI 360 

国：インド

分野：公衆衛生、栄養、水と衛生

役割：チームリーダー

担当者：SUBBANAICKER KRISHNASWAMY

メールアドレス：SKRISHNASWAMY@MPTAST.ORG
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目的：
テストして改良する

 自分の仕事で
何がもっとも効果的なのかを

把握する
}

改善トリガー
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参考：
Eberle, B (1997) Scamper Worksheet. USA: Prufrock Press. 

難易度および実行に必要な人数

一人で実行できる簡単なツール：
比較的短時間で完了できます。



Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

改善トリガーは、あなたの仕事を少し違う角度から検討するのに便利
な質問集です。「SCAMPER」ツール（Eberle B. 1997）に着想を得た
この質問集は、新しいアイデアの発想法として作成されたもので、す
でに提供しているものに基づくのか、解決策の可能性をさまざまな方
向から検討するのかのいずれかでアプローチできるよう構成されてい
ます。これは特に、競合する多数の解決策がすでに利用できる領域で、
仕事の質を高めるのに優れた方法です。

このツールの質問は、新しいものはすべて、すでに存在する何かに
変化を加えたものであるという前提に基づいています。これは常に真
実であるとは限りませんが、こうした観点から自分の仕事を検討する
と、自分がおこなっていることはどのように他の人の仕事と異なるの
か（または、過去にあったものをどのように発展させているのか）を明確にす
る際に効果を発揮します。

ワークシートのそれぞれの質問は、自分の仕事を少し異なる観点から見られ
るようにするものです。該当欄に回答を記入していきます。簡潔な回答を心
がけましょう。自分の仕事が他とはどう異なり、それをどのように改善し得る
かを簡潔に示す概観を得ることが目標です。

このワークシートの質問はあなたの考えを引き出すための例です。他にも適
切な質問は多数想定できます。ポイントは7つのカテゴリーの質問を使って、
可能性のある改善策に関するアイデアを引き出すことです。
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代替案

仕事を改善するには、
どのような材料やリソースで
代用や交換ができるか。
他にどのような加工／処理の
ための材料を使用できるか。
どのルールを
置き換えられるか。

組み合わせ

新しいものを生み出すために、
あなたの仕事の異なる側面を
組み合わせたら何が起こるか。
複数の目的や目標を
組み合わせたらどうなるか。
仕事の理解を深めるために、
何を組み合わせられるか。
新しいアプローチを
生み出すには、人材や
リソースをどのように
組み合わせられるか。

適用

他の目的や用途に
資するために、仕事を
どのように順応させたり
調整したりできるか。
仕事を順応させるために、
誰または何を見習えるか。
仕事を他のどのような状況に
取り入れられるか。
発想を得るために、
他にどのような製品や
アイデアを活用できるか。

修正

仕事を修正するのに何を
追加できるか。
さらなる価値を生み出すため
に、何に重点を置く、または何を
強調することができるか。
新しいものを生み出すために、
仕事のどの要素を
強化できるか。

別の使い道

自分の仕事はどこか別の場所で
応用できるか。他にどのような
人たちが、自分の仕事から
利益を得る可能性があるか。
他の環境で仕事をするとしたら、
他にどのようなやり方があるか。
過去のプロジェクトの
アイデア／事物を
再利用できるか。

削除

どうすれば、仕事の効率化／
簡素化をおこなえるか。
仕事のどの要素をもっと
楽しくできるか。
仕事またはルールのどの
要素を取り除けるか。
その代わりに、
何を取り入れられるか。 

逆転

プロセスを逆にする、
または違う順番に並べ替えると、
何が起きるか。今しようとしてい
ることと正反対のことをしたら、
どうなるか。
仕事のパターンや順番を
どう組み替えられるか。

改善トリガー
目的：テストして改良する
自分の仕事で何がもっとも効果的なのかを把握する
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新しい公共衛生施設の利用者を想定した建築レイアウトのテスト



Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

目的：
テストして改良する

 仕事の各段階で
有用なフィードバックを

得る
}

試作モデルテスト計画
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参考：
Nesta (2011) Prototyping in Public Spaces. 

難易度および実行に必要な人数

話し合いが必要：
チームメンバー間での話し合いが必要です。
ミーティングをおこなって共同でシートに
書き込むための時間を取ってください。
終日のミーティングが理想的です。
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料理で新しいレシピを試すときや、どこかへ行くのに違う道を通る場
合など、試作モデルは誰もが日常生活でおこなっていることです。試
作モデルは、どのように改善し得るかを見るために、あるアイデアを
試すことを意味します。しかし仕事では、試作モデルは単に「試してみ
る」以上の意味をもちます。本格的な展開または多額の投資をおこな
う前に、解決策や手法が効率的で適切かを確認する体系的な方法で
す。

試作モデルテスト計画は、どのように自分の仕事をテストするか、ま
たいつテストするかについて、基本的でありながら役立つ概要図とな
ります。試作モデルは多種多様な材料を使って作ることができ、また、
絵を描いたり、アイデアを実演したりすることも可能です。「試作モデ
ルテスト計画」は、テストのプロセスを構築するのにも役立ちます。体
系的なステップを経るのがもっとも効率的な方法です。これにより継続
的に仕事を改善できることに加え、集めたフィードバックが消化しきれ
ずに溜まることで計画が迷走してしまうのを回避できます。ワークシー
トはアイデアを試すのに大抵の場合有用な、2つの期間を示していま
す。1つは開発の初期段階で、もう1つは全面的な展開直前の後半
の段階です。

試作モデルは多くの場合、新しいアイデアを模索する、または既存のアイデ
アが意図した成果をもたらしているかや、どう改善できるかを把握するために、
プロセスのさまざまな段階で実行されます。試作モデルは必要に応じて、何
回でも作ることができます。モデル作成を簡単で安価に保てるかが鍵を握っ
ており、モデルの仕上がりの美醜ではなく、核となる機能・作用を提供できる
かに重点が置かれます。ただ話したり考えたりするよりは、アイデアを試す
方が有益であれば、身近なものを何でも使ってテストしてみましょう。

試作モデルテストを計画する基本的なガイドとして、ワークシートを活用しま
しょう。どんな場合も、試作モデルによって試したい核となるアイデアを明確
にしておきます。アクティビティ・リソース・人・材料の割り振りを変えることで、
どのように仕事を改善できるかについて得られた教訓があれば、必ず書き出
すようにしましょう。
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ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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仮説

テストしたいメインのアイデア／仮説を
具体的に示します。

アイデアを簡単に試して、現実の
世界でうまくいくかを判断する。

ダンボール／紙、子ども用ブロック、玩具、身の周りの材
料を使って、小型モデルを作ります。このモデルにより、自
分のアイデアを三次元で見られることで、アイデアがスム
ーズに動作するか、または欠陥がないかを確認できます。
ターゲット層と会う際は、アイデアの一部を実演してみま
しょう。アイデアが実際に導入されたと想定してください。
ターゲット層はどのように、それを知って活用するでしょ
う。ガイドとして「エクスペリエンス・マップ」を活用できま
す。他の可能性も試して、実行する際の代わりとなる方法
を把握しましょう。
テストで発見したことやモデルを使ってみた体験をストー
リー仕立てで描き、見落としている工程がないかを確認し
ます。

改良を重ねた後でアイデアを
再びテストして、
本格導入の前に詳細を検証する。

新しいモデルを作成します。アイデアをさらに発展させ
たので、すべてがうまく連動するかをテストするための
より多くの詳細な要素が現時点で理解できているはず
です。

アイデアを再び実演します。「ブループリント」をガイド
として活用し、異なる要素が適切に調和しているかを確
認します。

モデルを使ってみた体験を前よりも詳細に描きます。ス
トーリーに含まれる工程がすべてうまく連動するかをテ
ストします。

アイデアを実現するのに必要なものが
すべて含まれたリストを作成する。

アイデアを現実に実行するのに必要なアクティビティ・
リソース・人・材料などをリストアップします。
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試作モデルテスト計画
目的：テストして改良する
仕事の各段階で有用なフィードバックを得る
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新しいサービスのアイデアを考え、チームのメンバーと共有する

Global Service Jam London 2013
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目的：
テストして改良する

 ステークホルダーとの
関わり方について

大枠を作る
}

エクスペリエンス・マップ
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参考：
Schneider J., Stickdorn M., (2010)The Customer Journey Canvas. 
In: This is Service Design Thinking. Amsterdam: BIS Publishers. 

難易度および実行に必要な人数

話し合いが必要：
チームメンバー間での話し合いが必要です。
ミーティングをおこなって共同でシートに
書き込むための時間を取ってください。
終日のミーティングが理想的です。
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エクスペリエンス・マップは、あなたがおこなっているサービスを受け
る人たち、利益を得る人たち、あるいは資金を提供する人たちの視
点を通して、自分の仕事を検証できるツールです。このツールはこう
した人びとがあなたの仕事を認知し、接触し、実感するさまざまな経
路とポイント、特にあなたの仕事とのダイレクトな接点を示すものです。
これらの接点を特定し、そこでの接し方を明確にすることで、どのよ
うにこうした人びとと関わり、仕事をさらに発展させられるかについて
考える助けとなります。

ここに示したワークシートは、あなたがしていることに対する異なる人
びとの見方／考え方を形作るポイント、ならびにこうした機会に含まれ
る問題とチャンスについて、いかに素早く定義できるかを示しています。
完成した「エクスペリエンス・マップ」は、あなたが提供するものの要
点を明確にすることを通して、多岐にわたる情報を簡単に理解できる
形式に凝縮した概要図となります。

ワークシートを活用して、あなたの仕事と関わったことのある人たちの体験を
記録しましょう。記録するにあたり、インタビュー相手ごとに1 枚のワークシー
トを用意して記入してください。もっとも豊富に情報を得られるのはインタ
ビューです。
相手の活動、ならびに動機や満足度を把握しましょう。「何を」や「どうやって」
と同じくらい、「なぜ」にも注目してください。

さまざまな人の発言に基づいた一連の「エクスペリエンス・マップ」を集めた
ら、それらのマップを見比べて、あなたが提供しているものに関する期待と
体験について、人びとが繰り返し言及している問題は何かを突き止めます。
このツールを使うことで、テストのプロセスを効率化でき、あなたの仕事から
人びとが得る体験の質を向上させられます。
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エクスペリエンス・マップ

認知 主な用途 結果   
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察

  

知
見

ツールの内容と
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? 活用の仕方
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認知

インタビュー相手はあなたのことをどのようにして知ったのか。（例：PR、ソ
ーシャルメディア、口コミ）。相手は関連するものとして、過去にどのような
体験をしたことがあるか。

主な用途

相手との間に、どのような接触があったか。
とりわけよい体験や悪い体験など、重大な瞬間は何だったか。

結果

相手のフィードバックはどのようなものだったか（例：ソーシャルメディアや
口コミ経由）。あなたからフォローアップをおこなったか。

観
察

知
見

エクスペリエンス・マップ
目的：テストして改良する
ステークホルダーとの関わり方について大枠を作る
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アート、デザイン、カルチャーをテーマにしたカンファレンスのための社内外の活動を企画
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目的：
テストして改良する

運営とリソースの
詳細な青写真を

作成する
}

ブループリント
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参考：
The Social Design Methods Menu: Julier J., Kimbell L. (2012) Blueprint. p44. 

難易度および実行に必要な人数

話し合いが必要：
チームメンバー間での話し合いが必要です。
ミーティングをおこなって共同でシートに
書き込むための時間を取ってください。
終日のミーティングが理想的です。
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ブループリントは、主な活動・製品・サービスのほか、意図する対象者、
ステークホルダー、受益者たちとの接点など、組織の運営の青写真
を示します。「ブループリント」は既存のリソースをいかに再利用する
ことができるか、また、どのような新しいリソースが必要かを明確にす
るのに役立ちます。さらに、あなたの活動が与え得る影響の全容に
ついても把握できます。このツールは自分の仕事の計画を立てたい、
または仕事を改善したい場合に極めて有効です。

ワークシートに記入することで、仕事を細分化して考えられるようになり、
「関わりの境界」を示すことで、こうした分析に枠組みを与えます。こ
の境界は、意図する対象者、受益者たち、他のステークホルダーの
活動と、組織内でおこなわれる活動を区別します。

ワークシートのどの項目からでも「ブループリント」の作成を始められます。
組織と、活動の対象者またはその他の受益者の間に生じる関わりの主要な側
面を記入していきます。ページ上部は、時間を経るにつれて変化する、対象
者との関わり方の段階を表しています（取り決め、譲渡、使用中の期間、フォロー
アップ）。左のブロックは、あなたが関わる人びとがおこなう外部の活動と、
あなたのチームによる内部の活動を表します。「関わりの境界」は外部の活動
と内部の活動を区分する線です。
ページ下部のブロックには、チームが外部の人びとと関わりをもちながら、ど
の活動を内部でおこなうのかを書き入れます。「誰が」「何を」「なぜ」おこな
うのかを簡潔にまとめ、それを進めるためにどのようなツールやシステムを使
うのかも記入します。ページ上部には、組織の外でおこなわれるか活動を書
き入れ、同様に、「誰が」「何を」「なぜ」おこなうのか、どのようなツールが
使われる可能性があるかを記入します。

左から右に向かって、それぞれの段階において、どんな活動や関係者、そし
てツールが典型的なのかを考えてみてください。そのような事柄をマッピング
することで、主な活動、必要なリソース、それらがどう関連しているかの概観
を作り出すことができます。
ワークシートを完成させることで、サービスや製品の開発・コミュニケーション・
提供に関係するさまざまな要素についてじっくり検討する必要が生じます。
ワークシートは現在の状況と将来的な状況どちらの分析にも活用できます。
どちらの場合も、ワークシートは求められる主なリソースとプロセスをはっきり
させ、それらを関係する人や組織に結びつけます。一緒に仕事をしている多
様なステークホルダーの視点から「ブループリント」を作成して、自分の仕事
に対する彼らの行動と反応はどのようなものかを予測しましょう。
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使用される
道具・メディア・
デバイス

人びとの行動・
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チームの行動・
感想・理解・考え
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やシステム

契約 引き渡し 使用期間 終了

外
部
の
活
動

内
部
の
活
動

時間

ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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人びとの
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チームの
行動・感想・理解・考え

サポートに使用する
ツールやシステム

契約 引き渡し 使用期間 終了

外
部
の
活
動

内
部
の
活
動

時間

関わりの境界

ブループリント
目的：テストして改良する
運営とリソースの詳細な見取り図を作成する
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歴史豊かな地域の
工芸品であるにもかかわらず、
職人たちが作る品物は
機能に徹した素朴なデザインで、
マーケットリサーチに
基づいたものではありません。 

サンパウロのスマレは、政治的にも地元文化においても豊かな歴史
をもつ都市です。スマレは30年以上前にブラジルで起きた農地改
革運動「Movimento dos Sem Terra」（土地無し農民運動）で勝ち取っ
た開拓地の一部です。私は、スマレでバナナの繊維を利用した工
芸品を作っている農家の女性5人組と協力して、ランプシェード・敷
物・箱など新しい商品の開発に取り組んでいます。歴史豊かな地域
の工芸品であるにもかかわらず、職人たちが作る品物は機能に徹し
た素朴なデザインで、マーケットリサーチに基づいたものではありま
せん。それゆえ、技術的に優れた品でありながら、女性たちは既
存の商品の販売に苦戦していました。

職人が制作したバナナの繊維を利用した工芸品の一部。

共同制作ワークショップで使用された、地元の言語に翻訳された「課題の定義」と
「改善トリガー」のワークシート

事例研究

使用したツール：ペルソナ、課題の定義、改善トリガー 

組織：SBCSOL - INCUBADORA DE EMPREENDIMENTOS SOLIDARIOS 

国：ブラジル

分野：起業と技能の開発

役割：ソーシャルデザイナー

担当者：RENATA MENDES

メールアドレス：RENATACM@UOL.COM.BR
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ツールを使用した理由：
私たちは商品開発の前に、職人の女性
たちがどんなことに価値を置いている
のか、彼女たちのストーリーなどを理解
する作業に取り組みました。こうしたス
トーリーを用いて商品コレクションを作り
上げることで、彼女たちのコレクション
の土台を固め、販売強化につなげよう
というのが狙いです。また、原材料の
収穫から商品の保管に至るサプライ
チェーン全体についても見直し、効率化
を目指しました。

このエクササイズには「ペルソナ」、「課
題の定義」、「改善トリガー」の各ツール
をアレンジして利用しました。まず、職人
たちに自分自身について、住んでいる
地域社会について話してもらう必要があ
りました。ここでは、カスタマイズした「ペ
ルソナ」を使い、職人たちと地域の歴
史やストーリーについて掘り下げまし
た。また、「課題の定義」を使い、こう
したストーリーに職人が認識している主
な問題を付け加えました。

「課題の定義」を採用したのは、これら
の問題を機会として捉えるためです。

職人たちがもつ現在の製造技術につい
て、さらに詳しく分析と評価をするため
に、物事を異なる方向から検討できる
一連の手法が示された「改善トリガー」
を採用しました。

ツールの使用方法：
自分自身について話をするために、職
人たちはふたの付いた「宝箱」を受け
取りました。それぞれの女性たちに、
箱の中に入っていたものについて説明
してもらうためです。箱の中に鏡が入っ
ていた女性は、自分の考え、個人的な
夢、自分のもっているスキルについて振
り返り、語りました。後に、すべてのストー
リーをいくつかのグループにまとめ、そ
れぞれについてペルソナを作成しまし
た。職人たちが語った特徴に基づいた
架空の人物像を作るために、アレンジし
た「ペルソナ」ツールを使用しました。ま
た、これらに加えて、職人たちが障壁
だと感じしている問題も収集しました。そ
して、「改善トリガー」ツールを使い、新
しいアイデアを考案しました。似たよう
なアイデアが繰り返して出され、また、
質問を混同することもありました。しか
し、たくさん回答することで多数の可能
性が導き出され、分析をし尽くしたとい
う感触を得ることができました。この村
では、適切な道具や資材が手に入らな
いことは日常茶飯事です。今回はワー
クシートのPDFを印刷できなかったの
で、職場でカラーペーパーとふせんで
手描きのシートを作成し、黒板を使って
作業しました。

ツールを使用した結果：
ツールは、起業家経験がない人にも
「ビジネス思考」をもたらします。この作
業は、職人たちの考えを整理するのに
役立ち、彼女たちが具体的な目標を立
て、各ステージで必要な活動を詳細に
理解する上で、重要な役割を果たしまし
た。

さらにツールは、各自の教育や認識レ
ベルに関係なく、あらゆる人が活用でき
る共通言語となりました。キャンバスの
質問に導かれて、内容の充実した価値
提案を作成できました。また価値提案は、
ビジネスモデルの他のエリアの進展を
促しました。ツールは、

起業家経験がない人にも
「ビジネス思考」を
もたらします。

事例研究
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マイクロファイナンス機関のビジョンを、受益者のリアルな体験談に基づいて構築する
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目的：
実施して継続する
 自分の活動から

利益を得る人たちと
より深く関わる

}

マーケティング・ミックス

27

Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

参考：
Nesta (2009) Worksheet 4a: Marketing Mix. In: Creative Enterprise Toolkit. 

難易度および実行に必要な人数

話し合いが必要：
チームメンバー間での話し合いが必要です。
ミーティングをおこなって共同でシートに
書き込むための時間を取ってください。
終日のミーティングが理想的です。
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「マーケティング」とは必ずしも、何かを売ることではありません。マー
ケティング・ミックスは、物やサービスの販売が目的であればその助
けになる一方で、人びとがあなたの仕事について考えを形にする方
法を明らかにしたり、あるいはこうしたプロセスに影響を与える機会
を特定するのにも便利で、プロジェクトに対するステークホルダーから
の支援を得るのに役立つ重要なツールです。

「マーケティング・ミックス」のワークシートは、利益を受ける人たちの
観点からあなたの仕事を見直すための仕組みです。ここに示す要素
はすべて何らかの形で、人びとがあなたの仕事をどう判断するかに
関わるため、真に意味のある影響を達成したいときに注意が必要な
部分を正確に把握する助けとなります。「マーケティング・ミックス」は、
仕事を共にしている人たちをあなたがやり遂げようとしていることに関
わらせるために、どのように意識づけするかを見極めるのに有効で
す。

「マーケティング・ミックス」は、営利目的の活動のためだけのツールではあり
ません。あなたの仕事から利益を得る人たちの経験を踏まえて自分の仕事を
振り返る機会だと捉えましょう。
このツールは、利益を得る人たちのニーズと感想を明らかにし、あなたが今
提供している、または今後提供する製品やサービスをどう改善できるかにつ
いて検討する助けとなります。

ワークシートのそれぞれの欄は、特に決まった順番なく埋めることができます。
各欄に目を通して、記載されている質問に対して十分に答えられていると感じ
るまで回答を修正してください。
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マーケティング・ミックス

Product（製品・サービス） Price（価格）Place（場所）

Promotion
（プロモーション）

Physical Environment
（物理的環境）

Process（手順） People（人）

ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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PRICE（価格）
仕事から得られる自分にとっての価値とは何か。

PLACE（場所）
提供する製品・サービスはどこで入手または利用できる
か。製品・サービスはそこへどのように運ばれるか。

PRODUCT（製品・サービス）
あなたの仕事を差別化している機能や利点を明確に示す、独自のセールスポイント（USP）は何か。

PROMOTION（プロモーション）
自分の仕事をどのような手段で対象となる人びとに
知らせているか。

PHYSICAL ENVIRONMENT
（物理的環境）
対象となる人びと、サプライヤー、スタッフはあなたの
仕事環境にどのような印象をもっているか。

PROCESS（手順）
仕事をおこなうのに、組織が用いているのは
どのような手順か。

PEOPLE（人）
関わっているスタッフや担当者は誰か。

マーケティング・ミックス
目的：実施して継続する
自分の活動から利益を得る人たちとより深く関わる
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複数のステークホルダーによるワークフローを構築し、公衆衛生システム内のつながりを理解し、機会を創出する
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目的：
実施して継続する

パニックに
陥ることなく

計画を実行する
}

重要タスクリスト
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参考：
Nesta (2009) Worksheet 4b: Critical Marketing Tasks. In: Creative Enterprise Toolkit.

難易度および実行に必要な人数

話し合いが必要：
チームメンバー間での話し合いが必要です。
ミーティングをおこなって共同でシートに
書き込むための時間を取ってください。
終日のミーティングが理想的です。
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活動 担当者 予算 締切 終了

重要タスクリストは、実施を考えている活動が予定している時間軸と
使用可能な予算内で実現可能なのかを確かめるための方法です。こ
れは一人で活動している場合にも有効なツールですが、仕事の焦点
を絞り、自分の仕事と他の人の仕事の足並みをそろえる必要がある
場合にさらに重要な働きをします。リストは、関係者全員がプロジェク
トの進捗を把握するのに利用できる、共通の参照点となります。この
リストを使うことにより、目下のタスクに集中することでプロジェクトの
進行管理が可能になります。

作業はシンプルです。そして、時間を取ってリストを作成すると、やら
なければいけない仕事量に圧倒されそうになったり、アイデアが正確
に実行されようとしているか不安に思っているような場合に、大きな効
果を発揮します。活動の規模が大きくなり、業務をもっと多くの人で分
担するようになったときには、さらに動的で専門的なプロジェクト管理
ツールに移行するとよいでしょう。「重要タスクリスト」は、進行中のプ
ロジェクトを整理する際に決まった手順を確立するための初めの一歩
です。

実行予定のすべての活動を、担当する人、使用可能な予算、完了させる締切、
活動を終了する手順と一緒にリストアップします。
特異な内容でも問題ありません。担当者と一緒に活動について検討し、でき
るだけ詳しい情報を加えていきます。また、特定の活動をおこなう個別の役
割に細かく分けることもできます。

重要タスクの進捗は人員と予算面から定期的に確認と見直しをおこなってくだ
さい。計画から逸脱している部分があれば、ただちに対応策を講じるか、同
意を得て修正します。
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重要タスクリスト

ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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担当者 予算 締切 終了
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活動

重要タスクリスト
目的：実施して継続する
パニックに陥ることなく計画を実行する
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都市における農業の実践と方法をめぐるビジネスのプランを提示する
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目的：
実施して継続する

仕事を
立ち上げて

拡大する
}

ビジネスプラン 
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参考：
Gov.uk (2013) Write a Business Plan. 

難易度および実行に必要な人数

話し合いが必要：
チームメンバー間での話し合いが必要です。
ミーティングをおこなって共同でシートに
書き込むための時間を取ってください。
終日のミーティングが理想的です。
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ビジネスプランは、何をどのように実行するかを説明する枠組みです。
プランでは、そのプロジェクトが解決しようとしている課題、ソリューショ
ンを遂行するための構想、あなたがそのプロジェクトを実行するのに
ふさわしい理由を、明確に記述する必要があります。ビジネスプラン
の立案は、出資金の使われ方について詳細を知りたい資金提供者を
説得する場合には大抵、欠かせないプロセスとなります。プランには、
マネジメントチーム向けの説明、マーケティングプラン、経営と財務プ
ラン、その他の必要条件も含める必要があります。これは、出資パー
トナーが期待する手段を使って、パートナーが関心をもつであろうさま
ざまな側面すべてを網羅することを意味します。

「ビジネスモデル・キャンバス」のようなツールは、実行したいこと（およ
び実行したい理由と方法）を俯瞰的に示しますが、「ビジネスプラン」はプ
ロジェクトを実現するための経営と財務面での土台を詳細に示す手段
です。この体系化されたワークシートは、社会的影響を与えることを
目指すあなたのアイデアを、実行可能な挑戦にするために何が必要
かを説明するのに役立ちます。

このワークシートは、ビジネスプランを立てる上で考慮する必要のある重要な
項目を示しています。
まずビジネスプランの大まかな下書きを作成して、そこから書き直していくの
が一番簡単なやり方です。下書きにあまりにも長い時間を費やしたり、次の
バージョンは「完璧」にしようと思わないように注意してください。数え切れな
いほどプランを書き直すのが普通です。書き直しを重ねるうちに、何によって
あなたのソーシャルグッドなアイデアを実現できるか、上手く説明する方法を
思いつくでしょう。
まず事業の概要を書き出すと、スムーズにスタートできます。その中では、
中心となるアイデア、そのニーズと市場についても触れてください。次に、活
動計画と、このプロジェクトの遂行に寄与するあなたのチームの強みを説明
します。

出資者や寄付者にアプローチする際に、ビジネスプランの核となるのは、な
ぜ資金が必要なのか、資金はどのように使われるのか、そしてどのように利
益を生むのかを明瞭に述べることです。
ビジネスプランの重要な要素はエグゼクティブ・サマリーです。これは通常、
文書の冒頭にきますが、最初に書かれることはほとんどありません。ビジネ
スプランの下書きを完成させてから着手すると書きやすいでしょう。
ビジネスプランを書き上げたら、誰かに読んでもらいましょう。こうすることで、
新たな視点から見直すことができ、見落としていた問題に気付くことができま
す。
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ビジネスプラン

経営・リソース計画財務 スタッフ・
マネジメントチーム

販売・マーケティング事業の概要エグゼクティブ・サマリー

最初に
記入

ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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経営・リソース計画財務 スタッフ・マネジメントチーム

販売・マーケティング事業の概要エグゼクティブ・サマリー
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ビジネスプラン
目的：実施して継続する
仕事を立ち上げて拡大する
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都市のスラム街の公衆衛生プロジェクトの規模拡大への道筋を示す
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スケーリング・プラン
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参考：
Ali R., Mulgan G., Halkett R., Sanders B. (2007) In and out of sync: The challenge of growing social innovations. London, Nesta.

目的：
実施して継続する

仕事の規模を
拡大する

さまざまな方法を探る
}

難易度および実行に必要な人数

難易度の高いツール：
数日間かけて実施する必要があります。
戦略的なインプット／アウトプットが鍵を
握るため、上司や同僚と相談する必要があり、
また、ひと通り終了した後に見直すのが
理想的な進め方です。



Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

プロジェクトやパイロット版の実施に成功したら、次のステップは、そ
の成功を持続させ、さらに拡大させていくことです。つまり、あなた
の仕事の影響をより多くの人に波及させていくということです。地域
を超えてプロジェクトを横展開することから、共通のビジョンに向けて
さまざまな組織と協力すること、さらにはあなたが事業で扱う課題を
拡張することまで、規模の拡大には多くの方法があります。

社会問題に取り組む組織は活動を拡大する上で数々の課題に直面し
ます。明確な焦点を持ち続けること（例：むやみに範囲を広げるのではなく
戦略的に拡大する）、コスト構造と収益のバランスを取る（例：単発の補助
金や資本ではなく持続可能な収入を得る）、効果的な需要と供給のマネージ
メント（例：理解あるターゲット層に向けて適切なコストで実証できる結果を示
す）、組織的な変化を主導する（例：経営管理チームが創設者に取って代わ
る）、適切な組織形態を選ぶ（例：組織の拡大、連携、合併、事業の継承、
ライセンス、フランチャイズ）など。プロジェクトが達成するべき成果を損
なわずに試験プロジェクトを拡大するには、いくつかのリソースを用
意する必要があります。いつどのように規模の拡大を決定するかに関
わらず、初めに組織内で拡大に対する共通のビジョンを構築しておく
ことが肝心です。スケーリング・プランは、この主題について、内部
と外部の主要なステークホルダーとの本格的な話し合いを促す役割を
果たします。

30
スケーリング・プラン

このワークシートは、組織のリソースを評価し、次のステップに進む準備がで
きているかどうかを評価しながら、スケールアップに関する共通のビジョンを
持つのに役立ちます。状況の評価に基づいて、規模の拡大に向けての準備
度合い、どの部分の強化が必要か、どの部分にもっと取り組む必要があるか
を判断できます。
ワークシートは、組織のチームメンバー、潜在的な協力者、さらには対象と
なる受益者やその他の利害関係者とのワークショップで使用できます。シート
には、組織が規模を拡張する準備ができているかどうかを分析するために考
慮する必要がある5つの主要な領域が示されています。ワークシートの質問
を呼び水に、何について確信があり、何をさらに詳しく検討する必要がある
かについて、掘り下げた会話をしましょう。

ワークシートに記入するときは、単なるエピソードではなく、事実に基づくデー
タの形で根拠を提示するようにしてください。こうしたデータは話し合いに先
立って収集しておくとよいでしょう。
できるだけ、オープンで細部まで徹底した自己批判的な態度で臨みましょう。
詳細に答えるようにすることで、状況に対する理解が深まっていきます。

将来の組織

物理的
リソース

人および
ガバナンス

レピュテーション
と実績

ノウハウ

現在の組織

ビジネスモデル
と資金

最初に
記入

ツールの内容と
ツールを
使用する目的

? 活用の仕方
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組織の未来像

物理的リソース

拡大に必要なリソースはすぐに利用可能で、
コストがかからず、管理が可能か。

大規模な需要と供給の
タイミングは明確か。

一致させることは可能か。

人材およびガバナンス

主要な人材に求められるのは
どのようなスキルか。

こうした人材は目的に適しているか。

説明責任とガバナンスについて、
どのような変更が必要か。

組織的な変更の形態について、
明確な選択肢があるか。

経営幹部は強力な求心力と
リーダーシップを備えているか。レピュテーションと実績

規模拡大の効果の根拠を示すことができるか。

ブランドはどのような状況か。

どのような支援体制にサポートを
求めることができるか。

ノウハウ

増量または拡大が可能な
システム／プロセスであるか。

組織の変更、説明責任、資金、
スキルに関して必要なすべての

知識が内部に存在するか。

組織の現在地

ビジネスモデルと資金

コスト構造と収益が明確で、実行可能な
ビジネスモデルをもっているか。

需要は十分にあるという証拠はあるか。

規模が拡大した際、
効果的な供給をおこなえるか。

スケーリング・プラン
目的：実施して継続する
仕事の規模を拡大するさまざまな方法を探る
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インド中央部にある
マディヤ・プラデシュ州は、
国の平均に比べて、
妊産婦・新生児の死亡率が
非常に高い州です。

MPTASTのプログラムはシステム強化をサポートしており、保健局、
WCD（女性子ども開発部）、PHED（公衆衛生技術部）と緊密に協力して、
マディヤ・プラデシュ州のMMR（妊産婦死亡率）、IMR（新生児死亡率）、
栄養不良、TFR（合計出生率）の低下を目指しています。

MCTS（妊産婦・新生児追跡システム）は、インド政府が開発したオンラ
インのモニタリング・ソフトウェアで、妊娠直後から新生児が1歳に
なるまでの間に妊産婦へ提供した／提供予定の各種サービスの追
跡を目的としています。サービスの追跡は重要な役割を担っており、
MMRとIMR対策としておこなう措置へのガイドとプラニングをサ
ポートします。

追跡システムが導入できるようになるには、まだ改良が必要です。

チームの現在の弱みとそれを克服するための方法を検討することを目的に、共同で作成されたワークシート

事例研究

使用したツール：SWOT分析、クエスチョン・ラダー、重要タスクリスト

組織：マディヤ・プラデシュ州技術支援・サポートチーム（MPTAST）

国：インド

分野：公衆衛生、栄養、水と衛生

役割：地域プロジェクト共同コーディネーター 

担当者：RAVI KOMMURI 

メールアドレス：RKOMMURI@MPTAST.ORG
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ツールを使用した理由：
私とチームメンバーは、まず「セ
オリー・オブ・チェンジ」と「原
因ダイアグラム」をセットにし、
次に「SWOT分析」、「クエス
チョン・ラダー」、「重要タスクリ
スト」を別のセットにして活用し
ました。私たちの目標は、
MCTSソフトウェアの使用を進
める方法を探すことで、さらに、
システムの活用に関わりのあ
るすべての人びととステークホ
ルダーの役割、動機づけ、緊
急対応戦略の再定義をおこな
うことも目的としていました。
最初にツールセットを使用して
手近な問題の再確認と解決を
目指し、その後、別のツール
セットで、解決策の実行に要
すると見込まれるチームメン
バーと重要な道筋を特定しまし
た。

ツールの使用方法：
これらのツールをマディヤ・プ
ラデシュ州ジャバルプル地区の
ある村で試験的に使用しまし
た。最初に、現場のチームで
ある地区保健衛生官、補助看
護助産師（ANM）、認定社会
保健師助手（ASHA）などの関
係者に、試験全体の目的につ
いて説明しました。

以下について検討しました。
1. MCTSシステムがまったく更
新されないのはなぜか。
2.	関係する人びとと、それぞ
れの役割について。
3.	問題を解決するために取り
組む必要のある障害につい
て。

それから、「SWOT分析」、「ク
エスチョン・ラダー」、「重要タ
スクリスト」のセットを使用しま
した。

SWOT 分析
チームの強みと弱みを理解し、
効率化のためにチームができ
ることは何かを特定して、責任
をもって行動に移せるようにす
る。

クエスチョン・ラダー
チーム全体の合意と意見を得
て、個人の責任を定義し直す。

重要タスクリスト
新しい計画を実行するための
タイムラインの策定を促す。

ツールを使用した結果：
「SWOT分析」は、チームが
自分たちの強みを評価するの
に役立ち、また、個人の貢献
がチーム全体の仕事に与える
影響と、反対にチームの仕事
が個人に与える影響を理解す
るのに役立ちました。さらに、
今まで考慮したことのなかっ
た、システムが円滑に機能す
る障害となり得る「脅威」の可
能性を予見することもできまし
た。

「クエスチョン・ラダー」は、新
しい任務にアサインされる見込
みのあるチームメンバー、スケ
ジュール、更新されたシステム
での成果を決定するのに役立
ちました。プロセスは参加型
で、直接／間接的に関係者全
員の意見をまとめることができ
ました。

私たちにとって、プログラムの
開発・改善と、成果の測定は
深く結びついています。

「重要タスクリスト」を使用して、
サービスシステム更新の新しい
スケジュールを作成し、また、
新システムがいかに効果を上
げているかのフィードバックを
受け取る指標をつくりました。
すべての試験運用において、
認識された実際の変化を測定
することが不可欠であり、これ
なくしては規模の拡大につい
て検討することすらできませ
ん。タスクリストは、試験運用
における重要なプロセスとマイ
ルストーンを決める助けとなり
ました。

事例研究
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『Development Impact & You ツー
ルキット』は、人びとがアイデアをすぐ実
行に移せるように手助けするという目的
で制作されました。ここで紹介されてい
るツールは、イノベーション、デザイン、
ビジネス開発に関する既存の理論や実
践に基づいています。

この章では、社会的イノベーションの理
論と実践を支える重要な柱を「鳥観図」
で示します。さらに、各トピックについて
学びを深めるための参考文献を紹介し
ます。
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イノベーションは時に、あたかも魔法のプロ

セスかのように説明されることがあります。し

かし、イノベーションを理屈で説明できないも

ののように見なすのは正しくありません。単純

で予測可能なイノベーションが滅多にないの

は事実ですが、実際に起きていることをじっく

り検証すると、イノベーションの全体的なプロ

セスは系統立っていることがわかります。

個々のイノベーションには、繰り返しや飛躍が

織りなす複雑なストーリーがありますが、ほと

んどのイノベーションがいくつか特定のステ

ージを経験します。この思考の枠組みは、アイ

デアを実行に移す方法を理解し、各ステージ

に必要なメソッドと考え方に力点を置くのに

役立ちます。

01 イノベーションのステージ
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7 つのステージ：

機会と課題
機会と課題には、危機、新しいエビデンス、
インスピレーションなど、変化を促すきっか
けとなる要因すべてが含まれます。これに
は問題の根本的な原因を突き止めること
や、新しい変化がもたらし得る機会を特定
することなども含まれることがあります。

アイデアの創出
最初に考案したアイデアのほとんどはうま
くいきません。常にアイデアを生み出し続
けるというプロセスを経てのみ、ラディカル
で変革的な何かにたどり着くことができま
す。デザインのようなクリエーティブな手法
を用いて、幅広い情報源から解決策のアイ
デアの数を増やしましょう。

発展とテスト
新しいアイデアは常に強い批判を糧にして
発展します。トライ＆エラーを通して、アイ
デアは練り直され、改良されていきます。
これは単に試行の反復、または厳格なプロ
トタイピングとランダム化比較試験を通じて
実現されます。

事例づくり
アイデアを実行に移す前に、そのアイデア
が機能すること、そして、既存のものより
優れていることを証明する必要があります。
アイデアを支える確かなエビデンスを構築
し、実情を率直に交えながら関係者に伝え
ましょう。

導入と実践
あなたのアイデアが日常的な実践になるタ
イミングを指します。うまくいっていること／
いっていないことは何かを見つけ出すと同
時に、イノベーションを前進させる財務面
での長期的な持続可能性を可能にする収
入の流れを確保する段階でもあります。

成長と拡大
このステージには、組織的成長からライセ
ンス供与やフランチャイズまで、イノベーショ
ンの成長と拡大に向けた多様な戦略が存
在します。また、状況に合わせた方法でア
イデアや実践を広める際に、模倣とインス
ピレーションも重要な役割を果たします。

システムの変更
制度的なイノベーションは、社会的影響を
最大限まで高められる機会です。多くの場
合、長期的な官民セクターでの変化を含み、
多くの要素と新しい考え方が相互に作用し
ます。

2

3

4 5
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71 機会と課題

アイデアの
創出

発展とテスト

事例作り 導入と実践

成長と拡大

システムの変更

イノベーションのステージに関する参考文献： 

• Caulier-Grice J., Mulgan G., Murray R., (2010) Open 

Book of Social Innovation. London, The Young Founda-

tion, Nesta & The Lab. Available online from: http://

www.nesta.org.uk/library/documents/Social_Innova-

tor_020310.pdf

• Nesta (2013) Available online from: http://www.nesta.

org.uk/develop-your-skills
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プロジェクト立ち上げの時点から、エビデンス

を構築するためのプランを立てましょう。イノ

ベーター、コミッショナー、サービスを利用す

る人、投資家などあらゆるステークホルダー

が、自分が開発・購入・投資する製品やサービ

スがポジティブな違いを生むのかを知るため

にエビデンスを必要とします。医療などの分

野では、エビデンスはもっと一般的に使われ

ており、学びを得られる貴重な機会となって

います。定期的にエビデンスを体系的に見直

しをおこなうことの主なメリットは、データや

情報を効果的に活用し、前提をテストしたり、

継続的に改善をおこない、持続的な影響を生

み出すことが可能になる点です。

エビデンスの活用は、プロジェクトや意思決

定の中で当然おこなわれるべきことの1つで

あり、組織における習慣とすべきです。現在の

プロジェクトに関するエビデンスだけでなく、

かつて有効だったことを理解することや、視

野をさらに広げたときに有効となるのは何か

に気付くことで、成功の要因を分析し、さらに

それを再現することが容易になります。

以降のページは、エビデンスのさまざまな基準

を紹介する、Nestaが作成した便利なフレーム

ワークです。エビデンスは、プロジェクトが価

値を生み出していることを示すために、プロジ

ェクト全体を通じて作り上げるべきものです。

02 エビデンスの活用



Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

5 つのレベル：

1影響の説明
新しい、または改良された製品やサービス
が提供するものは何か、目指す成果にどの
ような影響を与えられるか、なぜそれが現
状に対する改善策となり得るのかについて
の明確な説明。

2相関関係
製品やサービス利用者側によい影響の一
部が見られるものの、何がそれを引き起こ
しているのかはまだ確認できていない状
況。事前、または事後調査による検証、あ
るいは事例についてグループ／パネル研究
を実施すると有効でしょう。

3因果関係
製品やサービス利用者の間に見られる、製
品やサービスの利用によるポジティブな変
化についてのエビデンスの確立。ランダム
に選択した対照群と比較するなど、製品や
サービスによる影響を独立変数にする方法
を見つけ、エビデンスの根拠を固める。

4独立した再現 
このポジティブな影響を妥当なコストで他
の場所でも提供することを目的とする、製
品やサービスの有効な成果に関する独立し
た検証。商業規格や工業用規格検査証な
ど。

5規模の拡大
製品やサービスは、さまざまな場所に提供
することができ、財政的に実現可能な提案
でありながら肯定的で強力な影響を与える
という、明確かつ試験済みのエビデンスを
生み出すために、繰り返しおこなうさまざま
な評価や将来のシナリオ分析などの手法を
活用する。

1
自分の仕事とな
ぜそれが意義あ
ることなのかにつ
いて、論理的で筋
の通った納得の
いく説明ができる

2
ポジティブな変
化を示すデータ
を取得したが、自
分の介入がこの
変化を引き起こし
たのかは確認で
きない

3
対照グループや
比較グループを
参照して、因果関
係を実証できる

4
結論を実証し、成
果を再現できる
可能性を示す、1
件または複数の
独立した評価を
得ている

5
イノベーションの
忠実な再現を手
助けし確実にする
マニュアル・シス
テム・手順がある

既存データや外部機
関による調査を活用
し、独力でできるように
なる必要があります。
「セオリー・オブ・チェン
ジ」を活用すると、あな
たのプロジェクトがど
のように効果をもたら
すかに関する論理的
で筋の通った説明が
できるようになります。

この段階では、データ
はイノベーションが与
えた効果を示し始めま
すが、直接的な因果関
係を実証するものでは
ないかもしれません。
これまでのトピックで
説明した多くの手法、
ならびに、事前／事後
または介入途中での
参加者の系統立った
調査が役に立ちます。

イノベーションがなぜ
どのようにして影響を
生んでいるのかを実
証・検証する、独立した
評価を委任する必要
があります。また、商業
規格や工業用規格検
査証などの推奨も必要
になることがあります。

因果関係を実証する
ために、あなたのプロ
ジェクトに関わった人
たちにどのようなこと
が起きたかのエビデン
スを、似ているが関わ
らなかった集団（対照
群）に起きたことのエ
ビデンスと共に示す必
要があります。両方の
集団のサンプルをラン
ダムに抽出するとエビ
デンスの強化につな
がります。また、成果を
より確かなものとする
ために、十分な規模の
サンプルが必要になり
ます。

成果に対しポジティブ
で直接的な影響を維
持し、財政的にも実現
可能な価値提案であ
ることを示しながら、製
品やサービスが、他の
人、違う場所でも運用
可能であることを示す
必要があります。また、
この最終レベルでは、
複数の現場間での実
践と成果の忠実さをテ
ストするような、複数の
状況を横断した評価が
必要になる場合があり
ます。

エ
ビ
デ
ン
ス
の
構
築
方
法

エ
ビ
デ
ン
ス
の
レ
ベ
ル

エビデンスに関する参考文献：

•	Puttick R. (2011) Ten Steps to Transform the Use of Evidence. London, Nesta. Available online from:http://www.nesta.

org.uk/library/documents/TenStepsBlog.pdf

•	Ludlow J., Puttick R. (2012) Standards of Evidence. London, Nesta. Available online from:http://www.nesta.org.uk/

publications/nesta-standards-evidence

•	Mulgan G., Puttick R. (2013) Making Evidence Useful: The Case for New Institutions. London, Nesta. Available online 

from: http://www.nesta.org.uk/library/documents/MakingEvidenceUseful.pdf

•	DfID : Department for International Development (2013) How to note. London, Dfid. Available online from: http://bit.ly/

dfid-evidence

•	BOND for International Development (2013) Evidence Principles. London, BOND. Available online from: http://www.

bond.org.uk/effectiveness/principles#download



Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

Development Impact & You 社会的イノベーションを起こすための実践的ツール

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

PRACTICAL TOOLS TO TRIGGER & SUPPORT SOCIAL INNOVATION

規模の拡大とは、イノベーティブなパイロット

版のプロジェクトをより多くの人たちに届ける

ときに、ますます多くの関心を引き寄せるとい

うことです。規模を拡大するためには多様な

方法があります。例えば、さまざまな場所にア

イデアを展開する、他の組織と提携する、効果

のある関係を構築するなどが挙げらます。

プロジェクトが規模を拡大し、より幅広くさら

に優れた影響に到達できるかの準備ができて

いるかを判断するには、うまく機能するアイデ

アを探し、円滑に機能するよう工夫して、次の

レベルに引き上げることが重要です。効果的

な需要と効果的な供給について徹底的に考え

ることが役に立ちます。例えば、あなたのアイ

デアに喜んで出資してくれる人はいるか。あな

たのアイデアはうまく機能するか、それは代替

案よりも優れているか、といったものです。社

会貢献のアイデアの規模を拡大するというタ

スクはほぼ常に、効果的な需要と効果的な供

給の両方を増やすことが関わっていますが、

需給のどちらを優先させるかによって、戦略

は大いに異なります。

離れたところから見ると、素晴らしいイノベー

ションは飛躍的な変革に見えるかもしれませ

ん。しかし、近くから見ると、多くの場合、互い

に関連し合う小さなステップが積み重なって、

より大きなステージに到達することがわかり

ます。イノベーションの各ステージを詳細に見

ていくと、小さな螺旋状のプロセスが起きて

いることが分かるでしょう。組織が進めている

1つ1つの各プロジェクトが、イノベーションの

プロセス全体を支えているのです。

03 規模の拡大

規模の拡大に関する参考資料：

•	Ali R., Mulgan G., Halkett R., Sanders B. (2007) In and 

out of sync: The challenge of growing social innova-

tions. London, Nesta. Available online from:http://www.

nesta.org.uk/publications/and-out-sync

• Cooley L., Kohl R. (2006) Scaling Up - From Vision to 

Large-scale Change: A Management Framework for 

Practitioners. Washington, Management Systems Insti-

tute, John D. and Catherine T. MacArthur Foundation. 

Available online from: http://www.msiworldwide.com/

wp-content/uploads/Scaling-Up-Framework.pdf
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システム思考に関する参考資料：

•	Leadbeater C., Mulgan G. (2013) Systems Innovation Discussion Paper. London, Nesta. Available online from: http://

www.nesta.org.uk/library/documents/Systemsinnovationv8.pdf

•	Seddon J. (2013) Systems failure and Systems thinking. London, Nesta. Available online from: http://www.nesta.org.uk/

blogs/systemic_innovation_a_discussion_series/systems_failure_and_systems_thinking

「システム」という単語は、私たちの社会や経

済における、複雑で相互に依存するインフラ

ストラクチャー・規則・パターンを指します。1

か所に変化が起きると他の部分にも影響する

ことがあるため、複雑な問題はシステム全体

の変更とイノベーションを必要とします。

システム思考は、共通の目的を達成するさま

ざまな要素とイノベーションを集約します。1

つの組織が、大きな影響を生み出すのに必要

な幅広い活動を実行するためのスキルとリソ

ースすべてを備えていることは、ほぼあり得ま

せん。つまり、システムに変化をもたらすイノ

ベーションはほぼ必ず、パートナー・サプライ

ヤー・ディストリビューターの連携を必要とし、

ネットワーク・クラブ・シンクタンク・開発業者

に支えられているということです。

04 システム思考
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